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(57)【要約】
【課題】累進光学パワー領域と不連続部を有している多
焦点レンズを提供する。
【解決手段】本発明の実施形態は、大概球状パワー領域
と累進光学パワー領域とを有している多焦点レンズに関
する。本発明の実施形態は、これらの領域のおのおのの
適切なアラインメントと配置、領域のおのおのによって
提供される光学パワーの量、累進光学パワー領域の光学
設計、および領域のおのおののサイズと形を提供する。
これらの設計パラメータの組み合わせは、従来のＰＡＬ
ｓと比較して、より広いチャンネル幅とより短いチャン
ネル長の両方のほかに、少ない不所望な非点収差とひず
みを有している光学設計を与える。本発明の実施形態は
また新規な発明遠中距離ゾーンを提供し得、レンズのゾ
ーン内に視力の向上した鉛直安定性を提供し得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠距離ゾーンを有している眼用レンズであって、
　第一増分追加光学パワーを提供するための回折光学パワー領域と、
　前記遠距離ゾーンと前記回折光学パワー領域との間に配置された不連続部と、
　第二増進追加パワーを提供するための累進光学パワー領域とを備え、前記回折光学パワ
ー領域の少なくとも一部と累進光学パワー領域は、第一増分追加光学パワーと第二増分追
加光学パワーが一緒にユーザーのための近距離追加光学パワーを提供するような光学的連
絡にある眼用レンズ。
【請求項２】
　前記眼用レンズの前記中距離ゾーンに視力の鉛直安定性を提供するための前記累進光学
パワー領域の一部に配置された光学パワーの平坦域をさらに備えている請求項１の眼用レ
ンズ。
【請求項３】
　前記光学パワーの平坦域はほぼ１ミリメートルないしほぼ３ミリメートル以上の鉛直長
さを有する請求項２の眼用レンズ。
【請求項４】
　前記光学パワーの平坦域はほぼ２ミリメートルないしほぼ６ミリメートル以上の鉛直長
さを有する請求項２の眼用レンズ。
【請求項５】
　前記不連続部の少なくとも一部を横切って光学パワーを混合するための混合ゾーンをさ
らに備えている請求項１の眼用レンズ。
【請求項６】
　前記混合ゾーンの少なくとも一部はほぼ２．０ミリメートル以下の幅を有する請求項５
の眼用レンズ。
【請求項７】
　前記眼用レンズは中間距離ゾーンを有し、前記中間距離ゾーンは、前記近距離追加パワ
ーのほぼ４５％とほぼ５５％の間にある追加パワーを有する請求項１の眼用レンズ。
【請求項８】
　前記レンズはフィッティング・ポイントを有し、前記回折光学パワー領域のトップ・エ
ッジは前記フィッティング・ポイントの下方ほぼ３ミリメートルとほぼ４ミリメートルの
間に配置され、前記累進光学パワー領域は前記回折光学パワー領域のトップ・エッジから
ほぼ４ミリメートルとほぼ８ミリメートルの間から始まる請求項１の眼用レンズ。
【請求項９】
　前記不連続部は、光学パワーのステップによって引き起こされる請求項１の眼用レンズ
。
【請求項１０】
　前記光学パワーのステップは、少なくともほぼ＋０．１２Ｄの光学パワーのステップ増
である請求項９の眼用レンズ。
【請求項１１】
　前記回折光学パワー領域は、前記レンズの表面に配置されるか、前記レンズ内に埋め込
まれる請求項１の眼用レンズ。
【請求項１２】
　前記累進光学パワー領域は、前記レンズの表面に配置されるか、前記レンズ内に埋め込
まれる請求項１の眼用レンズ。
【請求項１３】
　前記累進光学パワー領域は累進光学パワー表面を備えており、前記累進光学パワー表面
はフリー形成、モールド成形または表面鋳造のいずれかによって生成される請求項１の眼
用レンズ。
【請求項１４】
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　前記回折光学パワー領域は、前記レンズの表面をフリー形成するか、前記レンズの表面
をモールド成形するか、前記レンズ内に表面を埋め込むかのいずれかによって生成される
請求項１の眼用レンズ。
【請求項１５】
　前記レンズは上部遠中距離ゾーンを有し、前記上部遠中距離ゾーンは、前記近距離追加
パワーのほぼ２０％とほぼ４４％の間にある追加パワーを有する請求項１の眼用レンズ。
【請求項１６】
　前記レンズはフィッティング・ポイントを有し、前記回折光学パワー領域のトップ・エ
ッジは前記フィッティング・ポイントの下方ほぼ２ミリメートルとほぼ５ミリメートルの
間に配置され、前記累進光学パワー領域は前記回折光学パワー領域のトップ・エッジから
ほぼ４ミリメートルとほぼ８ミリメートルの間から始まる請求項１の眼用レンズ。
【請求項１７】
　前記レンズは近距離ゾーンを有し、前記累進光学パワー領域によって与えられる光学パ
ワーは、下部近中距離ゾーンを提供するために前記近距離ゾーンの後に減少する請求項１
の眼用レンズ。
【請求項１８】
　第一屈折率を有している第一層を備えており、前記第一層は第一湾曲と第二湾曲を有し
、前記第二湾曲は単一光学パワーを提供し、さらに、
　前記第一屈折率と異なる第二屈折率を有している第二層を備えており、前記第二層は第
一湾曲と第二湾曲を有し、前記第二層の前記第二湾曲は、近距離視野を矯正するための複
合光学パワーを提供するために、光学パワーの累進を提供するとともに前記第一層の前記
第二湾曲と光学的連絡にあるレンズ。
【請求項１９】
　前記単一光学パワーは球状光学パワーである請求項１８のレンズ。
【請求項２０】
　前記第二層の前記第二湾曲はレンズの外側表面に形成される請求項１８のレンズ。
【請求項２１】
　前記第一層の前記第二湾曲は、前記レンズのフィッティング・ポイントの下方４ミリメ
ートルにある請求項１８のレンズ。
【請求項２２】
　前記レンズの前記光学パワーの不連続部が前記第一層の前記第一および第二湾曲の間に
ある請求項１８のレンズ。
【請求項２３】
　レンズであって、
　第一屈折率を有している第一層を備えており、前記第一層は遠距離ゾーンと第一光学素
子を備え、さらに
　前記第一屈折率と異なる第二屈折率を有している第二層を備えており、前記第二層は遠
距離ゾーンと第二光学素子を備え、
　前記第一光学素子は実質的球状光学パワー領域を備え、前記実質的球状光学パワー領域
は前記レンズの総近距離追加パワーの第一部分を与え、
　前記第一光学素子と前記第一層の前記遠距離ゾーンとの間の光学パワーのステップ増の
ために前記第一光学素子と前記第一層の前記遠距離ゾーンの境界に不連続部が生じ、
　前記第一光学素子は前記レンズのフィッティング・ポイントの下方４ミリメートルに配
置され、
　前記第二光学素子は累進光学パワー領域を備え、前記累進光学パワー領域は前記レンズ
の前記総近距離追加パワーの第二部分を与え、
　前記第一および第二光学素子は、前記レンズの前記総近距離追加パワーの前記第一部分
と前記レンズの前記総近距離追加パワーの前記第二部分とが組み合わされて前記レンズの
前記総近距離追加パワーを提供するような光学的連絡にあるレンズ。
【請求項２４】
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　前記第一および第二光学素子は、遠中距離ゾーンと中距離ゾーンを形成するように整列
される請求項２３のレンズ。
【請求項２５】
　前記遠中距離ゾーンは、前記レンズの前記総近距離追加パワーのほぼ２０％とほぼ４４
％の間の追加パワーを有し、前記中距離ゾーンは、前記レンズの前記総近距離追加パワー
のほぼ４５％とほぼ５５％の間の追加パワーを有する請求項２４のレンズ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願への相互参照
　この出願は、「累進光学パワー領域と不連続部を有している多焦点レンズ」と題する２
００７年１２月２５日に提出された米国シリアル番号１１／９６４，０３０の一部継続出
願であり、それらは参照によりそのままここに組み込まれる。
【０００２】
　この出願は以下の仮出願から優先権を請求し、またそれらをそのまま参照により組み入
れる。
【０００３】
　「不連続部を有している複合先進累進追加レンズ」と題する２００７年３月２９日に提
出された米国シリアル番号６０／９０６，２１１、
　「累進レンズ領域を与える低追加パワー・カーブに関連した精巧円環状＆球状湾曲」と
題する２００７年６月７日に提出された米国シリアル番号６０／９２４，９７５、
　「近方および中間視力の矯正用の複合光学部品」と題する２００７年８月１日に提出さ
れた米国シリアル番号６０／９３５，２２６、
　「強化多重焦点眼鏡レンズを生成する道具類のダイヤモンド・ターニング」と題する２
００７年８月１６日に提出された米国シリアル番号６０／９３５，４９２、
　「連続的光学パワーを備えた先進レンズ」と題する２００７年８月１７日に提出された
米国シリアル番号６０／９３５，５７３、
　「連続的光学パワーを備えた先進多焦点レンズ」と題する２００７年８月２０日に提出
された米国シリアル番号６０／９５６，８１３、および
　「洗練強化多重焦点」と題する２００７年９月５日に提出された米国シリアル番号６０
／９７０，０２４。
【０００４】
　発明の背景
　発明の分野
　本発明は、目の上、中または近くで利用される多焦点眼用レンズ、レンズ設計、レンズ
・システム、およびアイウェア製品またはデバイスに関する。より具体的には、本発明は
、ほとんどの場合、累進追加レンズに関連する不所望なひずみ、不所望な非点収差および
視力妥協を着用者のまさに許容範囲へ低減する多焦点眼用レンズ、レンズ設計、レンズ・
システムおよびアイウェア製品に関する。
【背景技術】
【０００５】
　関連技術の説明
　老眼は、加齢にしばしば伴う人間の目の水晶体の調節の損失である。この調節の損失は
まず、近距離物体への合焦不能につながり、それから中距離物体への合焦不能につながる
。老眼を矯正するための標準的用具は多焦点眼用レンズである。多焦点レンズは、ある距
離範囲にわたって合焦問題を矯正するための一つを超える焦点距離（すなわち光学パワー
）を有するレンズである。多焦点眼用レンズは、異なる光学パワーの領域へのレンズエリ
アの分割によって働く。一般に、レンズの上部部分に配置された比較的広いエリアは、も
しあれば、遠距離視力障害を矯正する。レンズのボトムに配置された狭いエリアは、老眼
によって引き起こされる近距離視力障害を矯正するための追加光学パワーを提供する。多
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焦点レンズはまたレンズの中央部近くに配置された領域を含み得、それは、中距離視力障
害を矯正するための追加光学パワーを提供する。多焦点レンズは、連続または不連続の光
学パワーを作り出す連続または不連続表面で構成され得る。
【０００６】
　異なる光学パワーの領域間の推移は、二焦点および三焦点レンズの場合であるように急
で不連続であるか、累進追加レンズの場合であるように滑らかで連続的であるかのいずれ
かであり得る。累進追加レンズは、レンズの遠距離ゾーンからレンズの下部部分の近距離
ゾーンへ連続的に増大する正の屈折光学パワーの勾配を備える多焦点レンズの一種である
。光学パワーのこの累進は、レンズのフィッティング・クロスまたはフィッティング・ポ
イントとして知られているところまたはその近くから一般に始まり、全追加パワーがレン
ズの近距離ゾーンに実現されるまで続く。従来および最新の累進追加レンズは、光学パワ
ーのこの累進を作り出すために形作られたレンズの一方または両外側表面の表面トポグラ
フィを利用する。累進追加レンズは光産業内では複数のときはＰＡＬｓとしてまた単数の
ときはＰＡＬとして知られている。ＰＡＬｓは、従来の二焦点および三焦点レンズを超え
て有利である。それは、それらがユーザーに、連続的視力矯正を有する線がなく見場がよ
く快い多焦点レンズを提供し得、またユーザーの焦点が遠距離にある物体から近距離にあ
る物体に移るまたはその逆のときに知覚画像乱れを与え得るからである。
【０００７】
　ＰＡＬはいま、老眼用の矯正器としてアメリカ内および世界の至る所で広く受け入れら
れ、はやっているとは言え、それらはまた重大な視力妥協を有する。これらの妥協は、こ
れらに限定されないが、不所望な非点収差、ひずみ、およびスイムを含む。これらの視力
妥協は、ユーザーの水平視野幅に影響し得、それは、与えられた距離に合焦しながら、ユ
ーザーが左右を見るときに、明瞭に見え得る視界の幅である。したがって、中距離に合焦
するとき、ＰＡＬｓは狭い水平視野幅を有し得、それは、コンピューター・スクリーンの
広い部分を見ることを困難にし得る。同様に、近距離に合焦するとき、ＰＡＬｓは狭い水
平視野幅を有し得、それは、本または新聞のページ全体を見ることを困難にし得る。遠距
離視力も同様に影響され得る。ＰＡＬｓはまた、レンズのひずみのために着用者がスポー
ツをすることを困難し得る。これらの制限に加えて、ＰＡＬｓの多くの着用者は、レンズ
のおのおのに存在するひずみのために（しばしば「スイム」と呼ばれる）視覚運動として
知られる不快な影響を経験する。実際、多くの人々が、この結果からの不快のためにその
ようなレンズを着用することを拒絶する。
【０００８】
　老眼の個人の近距離光学パワー必要を考慮するとき、必要とされる近距離光学パワーの
量は、個人が彼または彼女の目の中に残した協調的振幅（近距離合焦能力）の量に反比例
する。一般に、個人が加齢するにつれて協調的振幅の量は減少する。協調的振幅はまた、
さまざまな健康上の理由で減少し得る。したがって、加齢してより老眼になるにつれて、
近距離および中距離に合焦する能力を矯正するために必要とされる光学パワーは、必要屈
折光学パワーがより強くなる。近および中距離光学パワーは通常は「追加パワー」または
「追加的光学パワー」に関して述べられる。追加パワーは、遠距離視力矯正を超える光学
パワーの量である。追加パワーは、通常は適切な近距離視力矯正を達成するために遠距離
視力矯正に加えられる光学パワーを指す。たとえば、ある人が、遠距離視野のために－１
．００Ｄの光学パワー矯正を、また＋２．００Ｄの近距離追加パワーを有するならば、そ
のような個人は近距離視野のために＋１．００Ｄの光学パワー矯正を有すると呼ばれる。
【０００９】
　二人の個人の異なる近距離追加パワー必要性を比較することによって、各個人の近点合
焦必要性を直接比較することが可能である。ただ単に例として、４５歳の個人は、近点距
離で明瞭に見えるために＋１．００Ｄの近距離追加パワーを必要とし得、一方、８０歳の
個人は、同じ近点距離で明瞭に見えるために＋２．７５Ｄないし＋３．５０Ｄの近距離追
加パワーを必要とし得る。ＰＡＬｓの視力妥協の程度は屈折追加パワーとともに増大する
ので、より高度な老眼の個々は、より大きな視力妥協を受けるだろう。上記の例では、４



(6) JP 2010-522903 A 2010.7.8

10

20

30

40

50

５歳である個人は、８０歳である個人よりも、彼または彼女のレンズに関連して低いレベ
ルのひずみと広い中距離および狭い近距離視力ゾーンを有するだろう。容易に明白なよう
に、これは、弱さや機敏の損失などの年配であることに関連して与えられる生活問題の質
に必要なものの正反対である。視力機能に妥協を追加しまた安全性を抑制する処方多焦点
レンズは、生活をより簡単に、より安全に、コンプレックス少なくするレンズとは際だっ
て対照的である。
【００１０】
　ただ単に例として、＋１．００Ｄ近距離追加パワーを備えた従来のＰＡＬは、ほぼ１．
００Ｄ以下の不所望な非点収差を有し得る。しかしながら、＋２．５０Ｄ近距離追加パワ
ーを備えた従来のＰＡＬは、ほぼ２．７５Ｄ以上の不所望な非点収差を有し得、一方、＋
３．２５Ｄ近距離追加パワーを備えた従来のＰＡＬは、３．７５Ｄ以上の不所望な非点収
差を有し得る。したがって、ＰＡＬの近距離追加パワーが増大するとき（たとえば＋１．
００Ｄ ＰＡＬと比較した＋２．５０Ｄ ＰＡＬ）、ＰＡＬ内に認められる不所望な非点収
差は線形の割合より大きく増大する。
【００１１】
　より最近では、レンズの各外側表面に置かれた累進追加表面トポグラフィを有する両面
ＰＡＬが開発されている。必要とされる適当な総追加的近距離追加パワーを与えるだけで
なく、レンズの一方の表面上のＰＡＬによって作り出された不所望な非点収差に、レンズ
の他方の表面上のＰＡＬによって作り出された不所望な非点収差のいくらかを中和させる
ように、二つの累進追加表面は互いに対して整列され回転される。この設計は、従来のＰ
ＡＬｓに比べて、与えられた近距離追加パワーの不所望な非点収差およびひずみを低減す
るが、上にリストした不所望な非点収差、ひずみおよび他の視力妥協のレベルはいまだに
ある着用者に対して重大な視力問題を引き起こす。
【００１２】
　互いに光学的連絡にある連続的および／または不連続的光学素子の配置を提供する他の
多焦点レンズが開発されている。しかしながら、これらのレンズは、連続的なおよび／ま
たは不連続的素子の最適な配置およびアラインメントを実現していない。これらのレンズ
はまた、光学的連絡に置かれた光学素子に最適な光学パワー分配を実現していない。した
がって、これらのレンズは一般的に、一つ以上の知覚画像乱れ、プリズム画像ジャンプ、
見場の問題、表面不連続部、貧弱な視力人間工学、および／または急峻すぎる光学パワー
勾配を有する。これらの問題は一般的に、これらのレンズの着用者にとって眼疲労、疲れ
目および頭痛に形を変える。これらのレンズはまた、上部遠中距離ゾーン、光学パワーの
平坦域を有している遠中距離ゾーン、および／または光学パワーの平坦域を有している中
ゾーンを実現していない。
【００１３】
　したがって、老眼の個人の虚栄の要望を満たすと同時に、ひずみと曇りを低減し、水平
視野幅を広げ、改善された安全性を与え、スポーツをし、コンピューターで仕事をし、本
や新聞を読むときに改善された視覚的な能力を与える眼鏡レンズおよび／またはアイウェ
ア・システムを提供する執拗な要望がある。
【発明の概要】
【００１４】
　発明の要約
　本発明のある実施形態では、眼用レンズは遠距離ゾーンを有し得る。眼用レンズは、第
一増分追加光学パワーを提供するための回折光学パワー領域を含み得る。眼用レンズは、
遠距離ゾーンと回折光学パワー領域との間に配置された不連続部をさらに含み得る。眼用
レンズは、第二増分追加パワーを提供するための累進光学パワー領域をさらに含み得る。
回折光学パワー領域の少なくとも一部と累進光学パワー領域は、第一増分追加光学パワー
と第二増分追加光学パワーが一緒にユーザーのための近距離追加光学パワーを提供するよ
うな光学的連絡にある。
【００１５】
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　図面の簡単な説明
　発明の実施形態は、図面に関連する続く詳細な説明からより完全に理解され認識されよ
う。図面は実寸どおりではない。図面において、同じ参照数字は、対応する、類似のまた
は同様の素子を示す。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１Ａ】図１Ａは、本発明の実施形態による知覚画像乱れを有しているかまたは知覚画
像乱れを有していないかの異なるレンズを示す。
【図１Ｂ】図１Ｂは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異なる
レンズを示す。
【図２Ａ】図２Ａは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異なる
レンズを示す。
【図２Ｂ】図２Ｂは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異なる
レンズを示す。
【図３Ａ】図３Ａは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異なる
レンズを示す。
【図３Ｂ】図３Ｂは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異なる
レンズを示す。
【図４Ａ】図４Ａは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異なる
レンズを示す。
【図４Ｂ】図４Ｂは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異なる
レンズを示す。
【図５Ａ】図５Ａは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異なる
レンズを示す。
【図５Ｂ】図５Ｂは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異なる
レンズを示す。
【図６Ａ】図６Ａは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異なる
レンズを示す。
【図６Ｂ】図６Ｂは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異なる
レンズを示す。
【図７Ａ】図７Ａは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異なる
レンズを示す。
【図７Ｂ】図７Ｂは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異なる
レンズを示す。
【図８Ａ】図８Ａは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異なる
レンズを示す。
【図８Ｂ】図８Ｂは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異なる
レンズを示す。
【図９Ａ】図９Ａは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異なる
レンズを示す。
【図９Ｂ】図９Ｂは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異なる
レンズを示す。
【図１０Ａ】図１０Ａは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異
なるレンズを示す。
【図１０Ｂ】図１０Ｂは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異
なるレンズを示す。
【図１１Ａ】図１１Ａは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異
なるレンズを示す。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異
なるレンズを示す。
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【図１２Ａ】図１２Ａは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異
なるレンズを示す。
【図１２Ｂ】図１２Ｂは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異
なるレンズを示す。
【図１３Ａ】図１３Ａは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異
なるレンズを示す。
【図１３Ｂ】図１３Ｂは、知覚画像乱れを有するかまたは知覚画像乱れを有しないかの異
なるレンズを示す。
【図１４Ａ】図１４Ａは、本発明の実施形態による二つの光学パワー領域と混合ゾーンと
を有しているレンズの前部表面の図を示す。
【図１４Ｂ】図１４Ｂは、本発明の実施形態による二つの光学パワー領域と混合ゾーンと
を有しているレンズの前部表面の図を示す。
【図１４Ｃ】図１４Ｃは、本発明の実施形態によるレンズのフィッティング・ポイントの
下方に累進光学パワー領域を有している図１４Ａまたは図１４Ｂのレンズの後部表面の図
を示す。
【図１４Ｄ】図１４Ｄは、本発明の実施形態によるレンズのフィッティング・ポイントま
たはその近くに累進光学パワー領域を有している図１４Ａまたは図１４Ｂのレンズの後部
表面の図を示す。
【図１４Ｅ】図１４Ｅは、本発明の実施形態によるレンズの中心鉛直線で破断した図１４
Ａと１４Ｃのレンズの断面図を示す。
【図１４Ｆ】図１４Ｆは、本発明の実施形態によるレンズの前部および後部表面上の光学
パワー領域の配置と光学的アライメントを示す図１４Ａと１４Ｃのレンズを前部から示す
。
【図１４Ｇ】図１４Ｇは、本発明の実施形態によるレンズの前部および後部表面上の光学
パワー領域の配置と光学的アライメントを示す図１４Ｂと１４Ｃのレンズを前部から示す
。
【図１５Ａ】図１５Ａは、本発明の実施形態による二つの光学パワー領域と混合ゾーンと
を有しているレンズの前部表面の図を示す。
【図１５Ｂ】図１５Ｂは、本発明の実施形態によるレンズのフィッティング・ポイントの
下方に累進光学パワー領域を有している図１５Ａのレンズの後部表面の図を示す。
【図１５Ｃ】図１５Ｃは、本発明の実施形態による図１５Ａの表面と図１５Ｂの表面の数
学的な組み合わせである表面を有しているレンズを示す。
【図１５Ｄ】図１５Ｄは、図１５Ａと１５Ｂの表面がどのように組み合わされて本発明の
実施形態による図１５Ｃの表面を形成するかを絵的に説明する図を示す。
【図１６】図１６は、本発明の実施形態による＋１．２５Ｄの近距離追加パワーをそれぞ
れ有しているエシロール（Essilor）によって商標登録されたエシロール・フィジオ（Ess
ilor Physio）（登録商標）レンズ、エシロール（Essilor）によって商標登録されたエシ
ロール・エリプス（Essilor Ellipse）（登録商標）レンズ、およびシャミル・オプティ
カル（Shamir Optical）によって商標登録されたシャミル・ピッコロ（Shamir Piccolo）
（登録商標）レンズについてロトレックス（Rotlex）によって商標登録されたロトレック
ス・クラス・プラス（Rotlex Class Plus）（登録商標）によって測定された追加パワー
勾配を示す。
【図１７】図１７は、本発明の実施形態によるロトレックス・クラス・プラス（Rotlex C
lass Plus）（登録商標）によって測定された図１６の三つのレンズに認められる追加パ
ワーのチャンネルの下へフィッティング・ポイントからとった測定値を示す。
【図１８】図１８は、＋１．００Ｄの光学パワーを有している大概球状パワー領域が図１
６のレンズに光学的連絡して置かれた本発明の実施形態に認められる追加パワーのチャン
ネルの下へフィッティング・ポイントからとった測定値を示す。
【図１９】図１９は、ロトレックス・クラス・プラス（Rotlex Class Plus）（登録商標
）によって測定された左側の本発明の実施形態と右側のエシロール・フィジオ（Essilor 
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Physio）（登録商標）レンズの両方についての追加パワー勾配を示す。
【図２０】図２０は、本発明の実施形態によるロトレックス・クラス・プラス（Rotlex C
lass Plus）（登録商標）によって測定された図１９の二つのレンズに認められる追加パ
ワーのチャンネルの下へフィッティング・ポイントからとった測定値を示す。
【図２１】図２１は、本発明の実施形態によるレンズの四つの領域、遠距離ゾーンと上部
遠中距離ゾーンと中距離ゾーンと近距離ゾーンを示す。
【図２２】図２２は、遠距離ゾーンを近距離ゾーンに連結している累進光学パワー領域を
含んでいる本発明の実施形態の中心鉛直中央線に沿った光学パワーを示す。
【図２３】図２３は、遠距離ゾーンを近距離ゾーンに連結している累進光学パワー領域を
含んでいる本発明の実施形態の中心鉛直中央線に沿った光学パワーを示す。
【図２４】図２４は、大概球状パワー領域と、不連続部と、遠距離ゾーンを近距離ゾーン
に連結している累進光学パワー領域とを含んでいる本発明の実施形態の中心鉛直中央線に
沿った光学パワーを示す。
【図２５】図２５は、大概球状パワー領域と、不連続部と、遠距離ゾーンを近距離ゾーン
に連結している累進光学パワー領域とを含んでいる本発明の実施形態の中心鉛直中央線に
沿った光学パワーを示す。
【図２６】図２６は、大概球状パワー領域と、不連続部と、遠距離ゾーンを近距離ゾーン
に連結している累進光学パワー領域とを含んでいる本発明の実施形態の中心鉛直中央線に
沿った光学パワーを示す。
【図２７Ａ】図２７Ａは、レンズのフィッティング・ポイントまたはその下方に配置され
た実質的一定幅を備えた混合ゾーンを有している本発明の実施形態を示す。
【図２７Ｂ】図２７Ｂは、レンズのフィッティング・ポイントまたはその下方に配置され
た実質的一定幅を備えた混合ゾーンを有している本発明の実施形態を示す。
【図２７Ｃ】図２７Ｃは、レンズのフィッティング・ポイントまたはその下方に配置され
た実質的一定幅を備えた混合ゾーンを有している本発明の実施形態を示す。
【図２８Ａ】図２８Ａは、レンズのフィッティング・ポイントまたはその下方に配置され
た実質的に０ｍｍの幅を備えた部分（それによりラインド（lined）二焦点に類似するこ
の部分の推移を提供する）を含んでいる混合ゾーンを有している本発明の実施形態を示す
。
【図２８Ｂ】図２８Ｂは、レンズのフィッティング・ポイントまたはその下方に配置され
た実質的に０ｍｍの幅を備えた部分（それによりラインド（lined）二焦点に類似するこ
の部分の推移を提供する）を含んでいる混合ゾーンを有している本発明の実施形態を示す
。
【図２８Ｃ】図２８Ｃは、レンズのフィッティング・ポイントまたはその下方に配置され
た実質的に０ｍｍの幅を備えた部分（それによりラインド（lined）二焦点に類似するこ
の部分の推移を提供する）を含んでいる混合ゾーンを有している本発明の実施形態を示す
。
【図２９Ａ】図２９Ａは、本発明の実施形態による合成レンズの製造方法を示す。
【図２９Ｂ】図２９Ｂは、本発明の実施形態による合成レンズの製造方法を示す。
【図２９Ｃ】図２９Ｃは、本発明の実施形態による合成レンズの製造方法を示す。
【図２９Ｄ】図２９Ｄは、本発明の実施形態による合成レンズの製造方法を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　発明の詳細な説明
　この出願では、多くの眼科、検眼および光学用語を使用する。明瞭さのために、それら
の定義を以下に列挙する。
【００１８】
　追加パワー：追加パワーは、近距離視力および／または中距離視力に必要とされる追加
のプラスの光学パワーを表わす。目の正常な調節的パワーが近距離または中距離物体に合
焦するのにはもはや十分でないときの老眼に最も共通に処方される。レンズの遠距離光学
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パワーに加えられるので、「追加」パワーと呼ばれる。たとえば、個人が－３．００Ｄの
遠距離視野処方と近距離視野のための＋２．００Ｄ追加パワーとを有するならば、多焦点
レンズの近距離部の実際の光学パワーは二つのパワーの和、すなわち－１．００Ｄである
。追加パワーは時にはプラスの光学パワーまたは追加的光学パワーと呼ばれる。追加パワ
ーはまたレンズの中距離部の追加パワーに関連し得、「中距離追加パワー」と呼ばれる。
一般に、中距離追加パワーは近距離追加パワーのほぼ５０％である。したがって、上記の
例では、個人は、中距離視野のために＋１．００Ｄ追加パワーを有し、多焦点レンズの中
距離部の実際の総光学パワーは－２．００Ｄになるであろう。
【００１９】
　混合ゾーン：レンズの光学パワー不連続部の少なくとも一部を横切って光学パワー差を
推移させるゾーン。不連続部は第一光学パワーと第二光学パワーの間に配置される。第一
および第二光学パワー間の差は、たとえば、異なる表面トポグラフィまたは異なる屈折率
によって引き起こされ得る。光学パワーは、混合ゾーンを横切って第一光学パワーから第
二光学パワーまで連続的に推移する。回折光学素子が使用されるとき、混合ゾーンは、回
折光学素子の周囲領域の光効率を混合することを含み得る。混合ゾーンは、見場の強化理
由のために利用される。混合ゾーンは一般に、その貧弱な光学のためにレンズの使用可能
部と見なされない。混合ゾーンはまた推移ゾーンとして知られる。
【００２０】
　チャンネル：プラスの光学パワーを増大させることによって規定され、レンズのへそ点
によって中央に置かれるレンズの領域。それは、遠距離ゾーンから近距離ゾーンまで延び
、１．００Ｄよりも大きい不所望な非点収差がない。累進追加レンズについては、この光
学パワー累進は、フィッティング・ポイントとして知られているレンズのエリア内からほ
ぼ始まり、近距離ゾーン内で終わる。しかしながら、累進光学パワー領域を有する本発明
の実施形態では、チャンネルは、フィッティング・ポイントの下方のほぼ４ｍｍとほぼ１
０ｍｍの間から始まり得る。チャンネルは時に廊下と呼ばれる。
【００２１】
　チャンネル長：チャンネル長は、光学パワーが最初に増大し始めるチャンネルの規定始
まりから、追加パワーがレンズの特定近距離視野パワーのほぼ８５％以内にあるチャンネ
ル内の位置までの測定された距離である。ＰＡＬでは、チャンネルは一般的にフィッティ
ング・ポイントまたはその近くから始まる。
【００２２】
　チャンネル幅：ほぼ１．００Ｄを超える不所望な非点収差によって縁取られたチャンネ
ルの最狭部分。この定義は、より広いチャンネル幅は一般に、より少ない曇り、より少な
いひずみ、より良い視覚機能、増大した視覚快適、着用者のためのチャンネルへのより容
易な順応に関連するという事実のために、レンズを比較するときに有用である。
【００２３】
　連続的光学パワー：実質的に一定かまたは知覚画像乱れを作り出さない方法で変化する
かのどちらかである光学パワー。
【００２４】
　連続的表面：知覚画像乱れを引き起こさない屈折表面。連続的表面は、レンズの外側ま
たは内側であり得る。内側ならば、それは、それに隣接している物質とは異なる屈折率を
有するだろう。連続的表面の一例は、実質的球面レンズまたは累進追加レンズの表面であ
る。
【００２５】
　等高線地図：レンズの光学パワー変化および／または不所望な乱視光学パワーを測定お
よびプロットすることから生成されたプロット。等高線プロットは乱視光学パワーのさま
ざまな感度で生成され得る。したがって、その光学設計による結果としてレンズが不所望
な非点収差をどこにどの程度で所有するかの視覚的な絵を提供する。そのような地図の分
析は、レンズのチャンネル長、チャンネル幅、読取幅および遠距離幅を定量するために使
用され得る。等高線地図は、不所望な乱視パワー地図、球パワー地図、平均パワー地図、
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追加パワー地図またはパワー誤差地図と呼ばれ得る。これらの地図は、レンズのさまざま
な部分の光学パワーを測定し描写するために使用され得る。
【００２６】
　従来チャンネル長：アイウェア流行の美的な関係または傾向のために、フレームに適合
するために鉛直に縮小されたレンズを有することがフレーム・スタイルのために望まれ得
る。そのようなレンズでは、十分な近距離視力を提供するために、チャンネルもまた当然
に短くされる。従来チャンネル長は、非縮小レンズのチャンネルの長さを指す。これらの
チャンネル長は、いつもとは限らないが通常は、ほぼ１５ｍｍ以上である。一般に、より
長いチャンネル長は、より短いチャンネル長のＰＡＬｓと比較して、より広いチャンネル
幅とより少ない不所望な非点収差を意味する。
【００２７】
　不連続部：不連続部は、ユーザーにとっての知覚画像乱れにつながる光学パワー変化ま
たは表面変化である。不連続部は、レンズの二つの領域間の光学パワーのステップ増また
はステップ減によって引き起こされ得る。たとえば、０．１０Ｄの不連続部は、レンズの
二つの領域間の０．１０Ｄのステップ増または減を指す。
【００２８】
　不連続光学パワー：知覚画像乱れを作り出す方法で変化する光学パワー。
【００２９】
　不連続表面：知覚画像乱れを引き起こす表面。不連続表面はレンズの外側または内側で
あり得る。内側ならば、それは、それに隣接している物質とは異なる屈折率を有するだろ
う。ただ単に例として、不連続表面は、表面がレンズの遠距離ゾーンから近距離ゾーンに
変化するラインド（lined）二焦点レンズの表面である。
【００３０】
　動的レンズ：電気エネルギー、力学的エネルギーまたは力の印加で変更可能である光学
パワーを備えたレンズ。動的レンズの光学パワーは追加の研削または研磨なしで変更可能
である。レンズ全体が変更可能な光学パワーを有し得るか、レンズの一部、領域またはゾ
ーンだけが変更可能な光学パワーを有し得る。そのようなレンズの光学パワーは、光学パ
ワーが二つ以上の光学パワー間で切り替えられ得るように動的または調整可能である。光
学パワーの一つは、実質的に光学パワーのないものであり得る。動的レンズの例としては
、電気活性レンズ、電気的メニスクスレンズ、一つ以上の機械的可動部を有しているレン
ズ、または気体レンズまたは流体レンズなどの従順な膜から作られたレンズがあげられる
。動的レンズは、動的光学部品または動的光学素子とも呼ばれ得る。動的レンズは、伝達
適応性光学部品またはレンズとも呼ばれ得る。
【００３１】
　遠中距離ゾーン：ユーザーが遠中距離で明瞭に見えることを可能にする光学パワーを包
含しているレンズの一部または領域。遠中距離ゾーンは、レンズの遠距離ゾーンと中距離
ゾーンの間に配置され得る。その場合には「上部遠中距離ゾーン」と呼ばれる。それはま
た、レンズの近距離ゾーンの下方に配置され得る。その場合には「下部遠中距離ゾーン」
と呼ばれる。遠中距離ゾーンは、遠中視力ゾーンとも呼ばれる。
【００３２】
　遠中距離：ある人が、ただ単に例として、その人の机の遠い縁を見ているときに眺める
距離。この距離は、いつもとは限らないが通常は、目からほぼ２９インチとほぼ５フィー
トの間にあると見なされ、ある場合には目からほぼ２９インチとほぼ１０フィートの間に
あり得る。遠中距離は、遠中視野距離または遠中距離点とも呼ばれ得る。
【００３３】
　遠距離基準点：ＰＡＬの遠距離処方または遠距離光学パワーが容易に測定され得るとこ
ろのフィッティング・クロスの上方ほぼ４ないしほぼ８ｍｍに配置された基準点。
【００３４】
　遠距離ゾーン：ユーザーが遠距離で明瞭に見えることを可能にする光学パワーを包含し
ているレンズの一部または領域。遠距離ゾーンは遠方視力ゾーンとも呼ばれ得る。
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【００３５】
　遠距離幅：着用者の遠距離光学パワー矯正の０．２５Ｄ内の光学パワーで明瞭で大概曇
りのない矯正を提供する、フィッティング・ポイントの上方ほぼ４ないしほぼ８ｍｍ、レ
ンズの遠距離視野部内の最狭水平幅。
【００３６】
　遠距離：ある人が、ただ単に例として、その人の机の縁を超えて見るとき、車を運転す
るとき、離れた山を眺めるとき、映画を見るときに眺める距離。この距離は、いつもとは
限らないが通常は、目からほぼ５フィートよりも長いと見なされ、ある場合には目からほ
ぼ１０フィートよりも長くあり得る。「遠距離」は、目からほぼ２０フィート以上離れて
いる無限遠と混同してはならない。無限遠では、目の調整システムは完全に弛緩する。目
からほぼ５フィート（または１０フィート）以上に対して矯正するある人の光学処方に提
供される光学パワーは、目からほぼ２０フィートに対して矯正するために必要とされる光
学パワーと一般に著しく異ならない。したがって、ここに使用されるように、遠距離は、
目からほぼ５フィート（または１０フィート）以上の距離を指す。遠距離は遠視野距離と
も遠距離ポイントとも呼ばれ得る。
【００３７】
　フィッティング・クロス／フィッティング・ポイント：ひとたびレンズが眼鏡フレーム
に装着され、着用者の顔に配置されて、レンズを通して前方を真っすぐに眺めるときに、
着用者のひとみの近接位置を表わすレンズ上の基準点。フィッティング・クロス／フィッ
ティング・ポイントは、いつもとは限らないが通常は、チャンネルの始まりの鉛直上方ほ
ぼ２ｍｍないしほぼ５ｍｍに配置される。フィッティング・クロスは、＋０．００Ｄのち
ょうど上のからほぼ＋０．１２Ｄに及ぶ非常に少量のプラスの光学パワーを有し得る。あ
る場合には、このポイントまたはクロスは、着用者のひとみに対するレンズのフィッティ
ングを測定および／または再確認するための容易に視認可能な基準点を提供するためにレ
ンズ表面上に一般にインクマークされている。マークは、着用者にレンズを分配する際に
容易に除去される。
【００３８】
　ハードまたはソフト累進追加領域：光学パワー変化または乱視パワー変化の速いまたは
遅い率を有する累進追加ゾーンはハードまたはソフト累進追加領域とそれぞれ呼ばれる。
大概速い変化率を包含するレンズは「ハード累進追加レンズ」と呼ばれ得る。大概遅い変
化率を包含するレンズは「ソフト累進追加レンズ」と呼ばれ得る。ＰＡＬｓは、選択され
た廊下長、必要とされる追加パワー、および設計者の数学的ツールに依存してハードおよ
びソフトゾーンの両方を包含し得る。
【００３９】
　ハード累進追加レンズ：遠距離矯正と近距離矯正の間により少ない漸進性でより急峻な
推移を備える累進追加レンズ。ハードＰＡＬでは、不所望なひずみは、フィッティング・
ポイントの下方にあり得、レンズの遠距離領域の周囲内へ広げられ得ない。ハードＰＡＬ
はまた、ある場合には、より短いチャンネル長とより狭いチャンネル幅を有し得る。「修
正ハード累進追加レンズ」は、より多い漸進的光学パワー推移、より長いチャンネル、よ
り広いチャンネル、レンズの周囲内へ広がったより不所望な非点収差、およびフィッティ
ング・ポイントの下方のより少ない不所望な非点収差など、ソフトＰＡＬの一つ以上の特
性を有している軽い修正ハードＰＡＬ光学設計を備えるＰＡＬである。
【００４０】
　光学パワーの水平安定性：領域またはゾーンの水平幅を横切って大概一定光学パワーを
有するレンズの領域またはゾーン。あるいは、光学パワー変化は、領域またはゾーンの水
平幅を横切った１ミリメートルあたりほぼ０．０５Ｄ以下の平均であり得る。別の代替案
としては、光学パワー変化は、領域またはゾーンの水平幅を横切った１ミリメートルあた
りほぼ０．１０Ｄ以下の平均であり得る。最終の代替案としては、光学パワー変化は、領
域またはゾーンの水平幅を横切った１ミリメートルあたりほぼ０．２０Ｄ以下の平均であ
り得る。領域またはゾーンは、ほぼ１ｍｍ以上の水平幅を有し得る。代替案としては、領
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域またはゾーンは、ほぼ１ｍｍないしほぼ３ｍｍ以上の水平幅を有し得る。最終の代替案
としては、領域またはゾーンは、ほぼ２ｍｍないしほぼ６ｍｍ以上の水平幅を有し得る。
領域またはゾーンは、レンズの遠距離ゾーン、上部遠中距離ゾーン、中距離ゾーン、近距
離ゾーン、下部遠中距離ゾーンまたは任意の他の領域であり得る。
【００４１】
　視力の水平安定性：ユーザーが領域またはゾーンを横切って左右を眺めるときに領域ま
たはゾーンが大概一定明瞭視力を有するならば、レンズの領域またはゾーンは視力の水平
安定性を有すると言われる。領域またはゾーンは、ほぼ１ｍｍ以上の水平幅を有し得る。
代替案としては、領域またはゾーンは、ほぼ１ｍｍないしほぼ３ｍｍ以上の水平幅を有し
得る。最終の代替案としては、領域またはゾーンは、ほぼ２ｍｍないしほぼ６ｍｍ以上の
水平幅を有し得る。領域またはゾーンは、レンズの遠距離ゾーン、上部遠中距離ゾーン、
中距離ゾーン、近距離ゾーン、下部遠中距離ゾーンまたは任意の他の領域であり得る。
【００４２】
　画像乱れ：画像乱れは、レンズを通して眺めるときの画像の知覚混乱である。画像乱れ
が生じるとき、レンズを通して知覚される画像はもはやシームレスではない。画像乱れは
、画像乱れを横切った画像のプリズム変移、画像乱れを横切った画像の倍率変化、画像乱
れまたはその周辺の画像の突然の曇り、または三つのある組み合わせがなり得る。レンズ
が画像乱れを有するかどうかを判断する一つの方法は、鉛直線、水平線またはグリッドの
セットの上方の固定距離にレンズを置くことである。図１Ａ～１０Ｂは、ラップトップ・
スクリーンから１９．５”で撮影された鉛直線またはグリッドのいずれかを表示している
ラップトップ・スクリーンから６”に保持された－１．２５Ｄ遠距離矯正と＋２．２５Ｄ
追加パワーを有している異なるレンズを示す。図１Ａと１Ｂは、本発明の実施形態による
レンズを示す。図２Ａと２Ｂは、本発明の別の実施形態によるレンズを示す。図３Ａと３
Ｂは、本発明の別の実施形態によるレンズを示す。図４Ａと４Ｂは、本発明の別の実施形
態によるレンズを示す。図５Ａと５Ｂは、フラット・トップ・ポリ・レンズを示す。図６
Ａと６Ｂは、スラブ・オフ・プリズムを備えたイージー・トップ・レンズを示す。図７Ａ
と７Ｂは、イージー・トップ・レンズを示す。図８Ａと８Ｂは、混合二焦点レンズを示す
。図９Ａと９Ｂは、フラット・トップ三焦点レンズを示す。図１０Ａと１０Ｂは、高級レ
ンズを示す。図１１Ａと１１Ｂは、ラップトップ・スクリーンから１９．５”で撮影され
た鉛直線またはグリッドのいずれかを表示しているラップトップ・スクリーンから６”に
保持された－２．２５Ｄ遠距離矯正と＋２．００Ｄ追加パワーを有しているソーラ・オプ
ティカル（Sola Optical）によって商標登録されたソーラ・スマートセグ（Sola SmartSe
g）（登録商標）レンズを示す。図１２Ａ～１３Ｂは、ラップトップ・スクリーンから１
９．５”で撮影された鉛直線またはグリッドのいずれかを表示しているラップトップ・ス
クリーンから６”に保持された－１．２５Ｄ遠距離矯正と＋２．２５Ｄ追加パワーを有し
ている異なるレンズを示す。図１２Ａと１２Ｂは、エシロール（Essilor）によって商標
登録されたバリラックス・フィジオ３６０（Varilux Physio 360）（登録商標）レンズを
示す。図１３Ａと１３Ｂは、カール・ツァイス・ビジョン（Carl Zeiss Vision）によっ
て商標登録されたソーラ・コンパクト・ウルトラ（Sola Compact Ultra）（登録商標）レ
ンズを示す。図１Ａ～１１Ｂに示されるレンズは、知覚画像乱れを産出するレンズである
。図１２Ａ～１３Ｂに示されるレンズは、知覚画像乱れを産出しないレンズである。
【００４３】
　増分追加パワー：ユーザーが近距離で明瞭に見えるのに必要とされる総追加パワー未満
である追加パワー。増分追加パワーを有している領域は一般的に、ユーザーが近距離で明
瞭に見えるのに必要とされる総追加パワー未満である最大追加パワーを有する。おのおの
が増分追加パワーを有している二つ以上の領域が互いに光学的連絡して置かれ得る。領域
は互いに光学的連絡にあるので、個々の増分追加パワーは、ユーザーが近距離で明瞭に見
えるのに必要とされる追加パワーに等しい総複合増分追加パワーを作り出すために付加的
であり得る。領域の増分追加パワーは、屈折光学部品または回折光学部品を使用してそれ
ぞれ屈折または回折により生成され得る。ある場合には、領域は、ユーザーが中間距離で
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明瞭に見えるのに必要とされる総追加パワー未満を有し得る。そのような場合、領域は「
増分中間距離追加パワー」有すると言われる。
【００４４】
　中距離ゾーン：ユーザーが中距離で明瞭に見えることを可能にする光学パワーを包含し
ているレンズの一部または領域。中距離ゾーンは中間の視力ゾーンとも呼ばれ得る。
【００４５】
　中距離：ある人が、ただ単に例として、新聞を読むとき、コンピューターで仕事をする
とき、流しで皿を洗うとき、または衣類にアイロンをかけるときに眺める距離。この距離
は、いつもとは限らないが通常は、目からほぼ１６インチとほぼ２９インチの間にあると
見なされる。中距離は、中視野距離とも中距離ポイントとも呼ばれ得る。「近距離」は目
からほぼ１０インチからほぼ１６インチまでの間にあるので「中距離」は「近中距離」と
も呼ばれ得ることは注目されるべきである。あるいは、ほぼ１６インチに接近する「中距
離」の一部だけが「近中距離」と呼ばれ得る。「遠中距離」は「中距離」と混同してはな
らない。「遠中距離」は、目からほぼ２９インチからほぼ５フィート（または１０フィー
ト）までの間ではない。
【００４６】
　レンズ：光を収束または発散させるデバイスの任意のデバイスまたは部分。レンズは、
屈折的または回折的であり得る。レンズは、一方または両方の表面が凸、凹またはプラノ
であり得る。レンズは、球状、円筒状、プリズム状、またはそれらの組み合わせであり得
る。レンズは、光学ガラス、プラスチック、熱可塑性樹脂、熱硬化樹脂、ガラスと樹脂の
合成物、または異なる光学的グレード樹脂またはプラスチックの合成物で作られ得る。レ
ンズは、光学素子、光学プレフォーム、光学ウェーハ、完成レンズ・ブランクまたは光学
部品と呼ばれ得る。光産業内では、デバイスは、たとえ（プラノまたは光学パワーなしと
して知られている）ゼロ光学パワーを有するとしても、レンズと呼ばれ得ることは注目さ
れるべきである。レンズは通常、人がレンズを着用したときに、垂直に方向づけられる。
その結果、レンズの遠距離ゾーンがトップにあり、近距離部分がボトムにある。レンズに
関して使用される「上部」、「下部」、「上方」、「下方」、「鉛直」、「水平」、「上
」、「下」、「左」、「右」、「トップ」、「ボトム」との用語は、この方向づけに対し
て用いられ得る。
【００４７】
　レンズ・ブランク：レンズに形づくられ得る光学材料で作られていたデバイス。レンズ
・ブランクは、その外側表面の両方が屈折性外側表面に形づくられたことを意味して「完
成」され得る。完成レンズ・ブランクは、ゼロまたはプラノ光学パワーを含んでいる任意
の光学パワーであり得る光学パワーを有する。レンズ・ブランクは「半完成」レンズ・ブ
ランクであり得、レンズ・ブランクが一つの完成屈折性外側表面だけを有するように形づ
くられたことを意味している。レンズ・ブランクは「未完成」レンズ・ブランクであり得
、レンズ・ブランクの外側表面のいずれもが屈折性表面に形づくられていないことを意味
している。未完成または半完成レンズ・ブランクの未完成表面は、フリー形成として知ら
れている製造プロセスによって、またはより伝統的な表面仕上げおよび研磨によって完成
され得る。完成レンズ・ブランクは、眼鏡フレームに適合するように、その周辺エッジが
形作られていないか、エッジ加工されていないか、修正されていない。この定義のため、
完成レンズ・ブランクはレンズである。しかしながら、レンズ・ブランクは、ひとたび眼
鏡フレームに適合するように形づくられるかエッジ加工されるか修正されれば、もはやレ
ンズ・ブランクと呼ばれない。
【００４８】
　ラインド多焦点レンズ：レンズの着用者を眺める誰かに気づかれ得る可視不連続部を有
している異なる光学パワーの二つ以上の隣接領域を有する多焦点レンズ。不連続部は、二
つ以上の領域間に知覚画像乱れを引き起こす。ラインド（lined）多焦点レンズの例は、
ラインド（lined）（混合されていない）二焦点または三焦点である。
【００４９】
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　ラインレス多焦点レンズ：累進追加レンズ中などの二つ以上の領域間に不連続部を有し
ていないか、レンズの着用者を眺める誰かに気づかれ得ない二つ以上の領域の間に不可視
不連続部を有している異なる光学パワーの二つ以上の隣接領域を有する多焦点レンズ。不
連続部は、二つ以上の領域間に知覚画像乱れを引き起こす。不連続部を有しているライン
レス多焦点レンズの一例は混合二焦点である。ＰＡＬはラインレス多焦点と呼ばれ得るが
、ＰＡＬは不連続部を有しない。
【００５０】
　低追加パワーＰＡＬ：着用者が近視野距離で明瞭に見えるための必要近追加パワーより
も少ないを有する累進追加レンズ（すなわち、それは増分追加パワーを有する）。
【００５１】
　低追加パワー累進光学パワー領域：着用者が近視野距離で明瞭に見えるための必要近追
加パワーよりも少ないを有する累進光学パワー領域（すなわち、それは増分追加パワーを
有する）。
【００５２】
　多焦点レンズ：一つを超える焦点または光学パワーを有しているレンズ。そのようなレ
ンズは静的または動的であり得る。静的多焦点レンズの例としては、二焦点レンズ、三焦
点レンズまたは累進追加レンズがあげられる。動的多焦点レンズは、ただ単に例として、
電気活性レンズを含む。さまざまな光学パワーが、使用される電極のタイプ、電極に印加
される電圧、および液晶の薄層内に変更される屈折率に依存して、電気活性レンズ中に作
り出され得る。動的多焦点レンズはまた、ただ単に例として、気体レンズおよび流体レン
ズなどの従順な光学的部材を備えているレンズ、二つ以上の可動部が光学パワーを調節す
る機械的調整可能レンズ、または電気的メニスクスレンズを含む。多焦点レンズはまた、
静的および動的の組み合わせであり得る。たとえば、静的球面レンズ、静的単一視力レン
ズ、ただ単に例として、累進追加レンズ、フラット・トップ２８二焦点、またはフラット
・トップ７×２８三焦点などの静的多焦点レンズに光学的連絡して電気活性素子が使用さ
れ得る。すべてではないがほとんどの場合、多焦点レンズは屈折レンズである。ある場合
には、多焦点レンズは、回折光学素子および／または回折および屈折光学部品の組み合わ
せを備え得る。
【００５３】
　近距離ゾーン：ユーザーが近距離で明瞭に見えることを可能にする光学パワーを包含し
ているレンズの一部または領域。近距離ゾーンは近方視力ゾーンとも呼ばれ得る。
【００５４】
　近距離：ある人が、ただ単に例として、本を読むとき、針に糸を通すとき、または錠剤
ボトルの指示を読むときに眺める距離。この距離は、いつもとは限らないが通常は、目か
らほぼ１０インチとほぼ１６インチの間にあると見なされる。近距離は、近視野距離とも
近距離ポイントとも呼ばれ得る。
【００５５】
　オフィス・レンズ／オフィスＰＡＬ：遠距離視力ゾーンを大概中距離視力ゾーンのそれ
で取り替え、近距離ゾーンに近距離視力を中距離ゾーンに中距離視力を一般に提供する特
別設計職業的累進追加レンズ。光学パワーは、近距離ゾーンから中距離ゾーンまで下降す
る。総光学パワー下降は、着用者の一般的近距離追加パワーよりも少ない光学パワー変化
である。その結果、より広いチャンネル幅とまたより広い読取幅によってより広い中距離
視力が提供される。これは、より大きい値の不所望な非点収差をフィッティング・クロス
の上方に一般的に許す光学設計によって成し遂げられる。これらの特徴のため、この種の
ＰＡＬはデスク・ワークに好適であるが、レンズは遠距離視野エリアをたとえあるとして
もほとんど包含していないので、ある人が彼または彼女の自動車を運転したり、オフィス
または家の周りを歩くために使用したりし得ない。
【００５６】
　眼用レンズ：ただ単に例として、眼鏡レンズ、コンタクトレンズ、眼内レンズ、角膜イ
ンレーおよび角膜オンレーを含む視力矯正に適したレンズ。
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【００５７】
　光学的連絡：二つ以上の光学パワー領域が整列され、光が整列領域を通過し、光が通過
する点における各個々領域の光学パワーの和に等しい複合光学パワーを経験する状態。領
域は、レンズ内に、または同じレンズまたは異なるレンズの反対表面上に埋設され得る。
【００５８】
　光学パワー領域：光学パワーを有しているレンズの領域。
【００５９】
　光学パワーの平坦域：領域またはゾーンの水平幅および／または鉛直長さを横切って大
概一定光学パワーを有するレンズの領域またはゾーン。あるいは、光学パワー変化は、領
域またはゾーンの水平幅および／または鉛直長さを横切った１ミリメートルあたりほぼ０
．０５Ｄ以下の平均であり得る。別の代替案としては、光学パワー変化は、領域またはゾ
ーンの水平幅および／または鉛直長さを横切った１ミリメートルあたりほぼ０．１０Ｄ以
下の平均であり得る。最終の代替案としては、光学パワー変化は、領域またはゾーンの水
平幅および／または鉛直長さを横切った１ミリメートルあたりほぼ０．２０Ｄ以下の平均
であり得る。領域またはゾーンは、ほぼ１ｍｍ以上の水平幅および／または鉛直長さを有
し得る。代替案としては、領域またはゾーンは、ほぼ１ｍｍないしほぼ３ｍｍ以上の水平
幅および／または鉛直長さを有し得る。最終の代替案としては、領域またはゾーンは、ほ
ぼ２ｍｍないしほぼ６ｍｍ以上の水平幅および／または鉛直長さを有し得る。光学パワー
の平坦域は、領域内の光学パワーの鉛直安定性および／または光学パワーの水平安定性を
与える。光学パワーの平坦域はレンズの着用者によって、彼または彼女のあごを上下に動
かすことによって、または左右を眺めることによって視覚的に認識されるだろう。領域が
光学パワーの平坦域を有するならば、着用者は、与えられた距離にある物体が領域の至る
所で大概合焦したままでいることに気づくであろう。領域またはゾーンは、遠距離ゾーン
、上部遠中距離ゾーン、中距離ゾーン、近距離ゾーン、下部遠中距離ゾーンまたはレンズ
の任意の他の領域であり得る。
【００６０】
　累進追加領域：ＰＡＬの遠距離ゾーンとＰＡＬの近距離ゾーンの間の連続的増大光学パ
ワーを与えるＰＡＬの連続的領域。領域の始まりでの遠距離ゾーンの追加パワーは、ほぼ
＋０．１０Ｄ以下である。ある場合には、領域は、レンズの近距離ゾーンで全追加パワー
に到達した後、減少光学パワーを与え得る。
【００６１】
　累進追加表面：ＰＡＬの遠距離ゾーンとＰＡＬの近距離ゾーンの間の連続的増大光学パ
ワーを与えるＰＡＬの連続的表面。表面の始まりでの遠距離ゾーンでの追加パワーは、ほ
ぼ＋０．１０Ｄ以下である。ある場合には、表面は、全追加パワーがレンズの近距離ゾー
ンで到達した後、減少光学パワーを与え得る。
【００６２】
　累進光学パワー領域：一般に領域の上部部分に第一光学パワーを、また一般に領域の下
部部分に第二光学パワーを有しており、それらの間に光学パワーの連続的変化が存在する
レンズの領域。累進光学パワー領域は、レンズの表面上にあり得るか、レンズ内に埋設さ
れ得る。累進光学パワー領域は、「累進光学パワー表面」として知られる一つ以上の表面
トポグラフィを備え得る。累進光学パワー表面は、レンズの一方の表面上にあり得るか、
レンズ内に埋め込まれ得る。累進光学パワー領域は、光学パワーが隣接視力ゾーンの光学
パワーを超えて増大されるとき、「始まる」または「始める」と言われる。一般に、この
増大は、＋０．１２Ｄ以上のプラスの光学パワーである。累進光学パワー領域の始まりで
の増大プラス光学パワーは、正の光学パワーの大概連続的増大によって引き起こされ得る
。あるいは、累進光学パワー領域の始まりでの追加パワーは、累進光学パワー領域の一部
または異なる光学パワー領域の一部のいずれかである光学パワーのステップによって引き
起こされ得る。光学パワーのステップは、不連続部によって引き起こされ得る。累進光学
パワー領域の光学パワーは、その最大追加パワーに到達した後に減少し得る。累進光学パ
ワー領域は、従来の累進追加レンズのようにフィッティング・ポイントまたはその近くか
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ら始まり得るか、本発明の実施形態のようにフィッティング・ポイントの下方から始まり
得る。
【００６３】
　読取幅：明瞭で大概ひずみのない矯正を０．２５Ｄの着用者の近距離視野光学パワー矯
正内の光学パワーで提供するレンズの近距離視野部内の最狭水平幅。
【００６４】
　短いチャンネル長：アイウェア流行の美的な関係または傾向のために、狭い鉛直高さを
有するフレーム・スタイル内へ適合するために鉛直に縮小されたレンズを有することが望
まれ得る。そのようなレンズでは、チャンネルもまた当然より短い。短いチャンネル長は
、縮小レンズ中のチャンネルの長さを指す。これらのチャンネル長は、いつもとは限らな
いが通常は、ほぼ９ｍｍとほぼ１３ｍｍの間にある。一般には、より短いチャンネル長は
、より狭いチャンネル幅とより多い不所望な非点収差を意味する。より短い鉛直チャンネ
ル長によって引き起こされる光学パワーのより急峻な増大のために遠距離矯正と近距離矯
正の間の推移がより難しいので、より短いチャンネル設計は時に、「ハード」累進追加レ
ンズ設計と関連してある特性を有しているように言及される。
【００６５】
　ソフト累進追加レンズ：遠距離矯正と近距離矯正の間により大きい漸進的推移を備えた
累進追加レンズ。このより大きい漸進的推移は、不所望な非点収差の増量を引き起こす。
ソフトＰＡＬでは、不所望な非点収差の増量は、レンズを横切って延びるフィッティング
・ポイントを通って配置された仮想水平線上に侵入し得る。ソフトＰＡＬはまた、より長
いチャンネル長とより広いチャンネル幅を有し得る。「修正ソフト累進追加レンズ」は、
より急峻な光学パワー推移、より短いチャンネル、より狭いチャンネル、レンズの視野部
分に押し込まれたより多い不所望な非点収差、およびフィッティング・ポイントの下方の
より多い不所望な非点収差など、ハードＰＡＬの一つ以上の特性を有している修正光学設
計を有するソフトＰＡＬである。
【００６６】
　静的レンズ：電気エネルギー、力学的エネルギーまたは力の印加で変更可能でない光学
パワーを有しているレンズ。静的レンズの例としては、球面レンズ、シリンドリカルレン
ズ、累進追加レンズ、二焦点および三焦点があげられる。静的レンズは、固定レンズとも
呼ばれ得る。
【００６７】
　光学パワーのステップ：光学パワー不連続部になり得る二つの光学ゾーンまたは領域の
間の光学パワー差。光学パワー差は、レンズの上部部分と下部部分の間で光学パワーが増
大する光学パワーのステップ増であり得る。光学パワー差は、レンズの上部部分と下部部
分の間で光学パワーが減少する光学パワーのステップ減であり得る。たとえば、レンズの
上部部分が＋１．００Ｄの光学パワーを有するならば、＋０．５０Ｄの光学パワーの「ス
テップ増」は、＋１．５０Ｄの光学パワーを有している光学パワーのステップ増（または
不連続部）の直後にレンズの下部部分になるであろう。下部領域の光学パワーは、光学パ
ワーのステップによって「作り出される」と言われる。
【００６８】
　不所望な非点収差：患者の処方視力矯正の一部でないが、どちらかといえば二つの光学
パワー・ゾーンを接合する光学パワーの滑らかな勾配のためにレンズの光学設計の副産物
であるレンズ内に見つかる不所望な非点収差。レンズは、さまざまな屈折パワーのレンズ
の異なるエリアを横切って変化する不所望な非点収差を有し得るが、用語「不所望な非点
収差」は一般に、レンズ内に見つかる最大の不所望な非点収差を指す。不所望な非点収差
はまた、全体としてのレンズとは対称的にレンズの特定部内に配置された不所望な非点収
差としてさらに特徴づけされ得る。そのような場合、限定的言語は、レンズの特定部内の
不所望な非点収差だけが考慮されていることを示すために使用される。レンズの着用者は
、不所望な非点収差を、レンズによって引き起こされる曇りおよび／またはひずみととら
える。レンズの不所望な非点収差とひずみがほぼ１．００Ｄ以下である限り、レンズのユ
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ーザーは、ほとんどの場合、それにほとんど気づかないと、光産業内では知られ受け入れ
られている。
【００６９】
　光学パワーの鉛直安定性：領域またはゾーンの鉛直長さを横切って大概一定光学パワー
を有するレンズの領域またはゾーン。あるいは、光学パワー変化は、領域またはゾーンの
鉛直長さを横切った１ミリメートルあたりほぼ０．０５Ｄ以下の平均であり得る。別の代
替案としては、光学パワー変化は、領域またはゾーンの鉛直長さを横切った１ミリメート
ルあたりほぼ０．１０Ｄ以下の平均であり得る。最終の代替案としては、光学パワー変化
は、領域またはゾーンの鉛直長さを横切った１ミリメートルあたりほぼ０．２０Ｄ以下の
平均であり得る。領域またはゾーンは、ほぼ１ｍｍ以上の鉛直長さを有し得る。代替案と
しては、領域またはゾーンは、ほぼ１ｍｍないしほぼ３ｍｍ以上の鉛直長さを有し得る。
最終の代替案としては、領域またはゾーンは、ほぼ２ｍｍないしほぼ６ｍｍ以上の鉛直長
さを有し得る。領域またはゾーンは、遠距離ゾーン、上部遠中距離ゾーン、中距離ゾーン
、近距離ゾーン、下部遠中距離ゾーンまたはレンズの任意の他の領域であり得る。
【００７０】
　視力の鉛直安定性：ユーザーが領域またはゾーンを横切って上下を眺めるときに領域ま
たはゾーンが大概一定明瞭視力を有するならば、レンズの領域またはゾーンは視力の鉛直
安定性を有すると言われる。しかしながら、ＰＡＬが遠距離ゾーンから近距離ゾーンまで
明瞭視力を有する間、これらのゾーン間の光学パワーは混合されることは注目されるべき
である。したがって、ＰＡＬは、遠距離と近距離ゾーンの間の視力の混合安定性を有する
。したがって、ＰＡＬは、遠距離ゾーンと近距離ゾーンの間の光学パワーの非常に限定さ
れた鉛直安定性を有する。領域またはゾーンは、ほぼ１ｍｍ以上の鉛直長さを有し得る。
代替案としては、領域またはゾーンは、ほぼ１ｍｍないしほぼ３ｍｍ以上の鉛直長さを有
し得る。最終の代替案としては、領域またはゾーンは、ほぼ２ｍｍないしほぼ６ｍｍ以上
の鉛直長さを有し得る。領域またはゾーンは、遠距離ゾーン、上部遠中距離ゾーン、中距
離ゾーン、近距離ゾーン、下部遠中距離ゾーンまたはレンズの任意の他の領域であり得る
。
【００７１】
　本発明の実施形態は、ＰＡＬｓに関連するほとんどでないにしても多くの問題を解決し
得る光学設計、レンズおよびアイウェア・システムに関する。さらに、実施形態は、ＰＡ
Ｌｓに関連するほとんどの視力妥協を除去し得る。実施形態は、さまざまな距離について
大概連続的合焦能力を提供しながら、着用者にとって適切な遠距離、中距離および近距離
光学パワーを達成する手段を提供し得る。実施形態はまた、大概連続的合焦能力を提供し
ながら、着用者にとって適切な上部遠中距離および／または下部遠中距離光学パワーを達
成する手段を提供し得る。実施形態は、ＰＡＬよりもはるかに少ない不所望な非点収差を
有する。実施形態は、＋０．１２Ｄステップまたは＋０．２５Ｄステップのいずれかで＋
１．００Ｄから＋３．５０Ｄまでの追加パワーで全領域の老眼矯正を与え得る。＋３．０
０Ｄを下回る追加パワー処方については、実施形態は、不所望な非点収差を最大限ほぼ最
大限１．００Ｄ以下に一般に維持する。＋３．００Ｄ、＋３．２５Ｄおよび＋３．５０Ｄ
などのある高い追加パワー処方については、実施形態は、不所望な非点収差を最大限ほぼ
１．５０Ｄに一般に維持する。
【００７２】
　本発明の実施形態は、二つの別々の光学素子を一つの多焦点レンズに光学的に組み合わ
せることを与え得る。第一光学素子は、大概球状光学パワーを与える大概球状パワー領域
を有し得る。大概球状光学パワーは、屈折光学部品または回折光学部品によってそれぞれ
屈折または回折により生成され得る。第二光学素子は、累進光学パワーを与える累進光学
パワー領域を有し得る。累進光学パワーを与える第二光学素子は、ユーザーが近距離で明
瞭に見えるのに十分な追加パワーを提供しない（すなわち、第二光学素子は増分追加パワ
ーを有する）。第一光学素子は、ユーザーが近距離で明瞭に見えることを可能にするため
に第二光学素子によって提供される光学パワーに加えて光学パワーを提供する大概球状光
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学パワーを与え得る（すなわち、第一光学素子は、第二光学素子の増分追加パワーと組み
合わされたときに総計でユーザーの近距離追加パワーになる増分追加パワーを有する）。
大概球状光学パワーを与える第一光学素子によって総追加パワーの一部が提供されるので
、多焦点レンズは、同じ総追加パワーを有しているＰＡＬよりも少ない不所望な非点収差
を有し得る。
【００７３】
　本発明の実施形態では、第一光学素子は、レンズの周囲物質とは異なる屈折率を有して
いる埋め込み回折光学部品であり得る。別の実施形態では、第一光学素子は、レンズの周
囲物質とは異なる屈折率を有している埋め込み回折光学部品であり得る。別の実施形態で
は、第一光学素子は埋め込み電気活性素子であり得る。別の実施形態では、第一光学素子
はレンズの一方または両方の表面上にあり得、たとえば、レンズの外側表面を研削、モー
ルド成形、表面鋳造、絞り加工またはフリー形成することによって提供され得る。
【００７４】
　本発明の実施形態では、第二光学素子は、レンズの一方または両方の表面上にあり得、
たとえば、レンズの外側表面を研削、モールド成形、表面鋳造、絞り加工またはフリー形
成するによって提供され得る。別の実施形態では、第二光学素子は、レンズ内に埋め込ま
れ、レンズの周囲物質と異なる屈折率の勾配を有し得る。いつもとは限らないが一般には
、光学素子の一つがレンズ内に埋め込まれるならば、他の光学素子はレンズの一方または
両方の外側表面上に配置される。
【００７５】
　本発明の実施形態では、大概球状光学パワーを与える第一光学素子は、累進光学パワー
を与える第二光学素子の少なくとも一部と光学的連絡にある。別の実施形態では、大概球
状光学パワーを与える第一光学素子と累進光学パワーを与える第二光学素子は、レンズの
外屈折表面上またはレンズ内に埋め込まれ得る単一の光学素子に数学的に組み合わされる
。
【００７６】
　本発明の実施形態は、大概球状光学パワー与える第一光学素子と累進光学パワーを与え
る第二光学素子の適切なアラインメントと位置決めを提供する。本発明の実施形態はまた
、大概球状パワー領域によって提供される光学パワーの量、累進光学パワー領域によって
提供される光学パワーの量および累進光学パワー領域の光学設計を提供する。本発明の実
施形態はまた、大概球状パワー領域のサイズと形および累進光学パワー領域のサイズと形
を提供する。これらの設計パラメータの組み合わせは、今日商業的に入手可能な現状ＰＡ
Ｌｓと比較して、より広いチャンネル幅とより短いチャンネル長の両方のほかに、少ない
不所望な非点収差とひずみを有するはるかに優れた光学設計を与える。
【００７７】
　図および図中に示された任意の特徴は実寸どおりに描かれていないことは注目されるべ
きである。図１４Ａは、本発明の実施形態によるレンズの前部表面の図を示す。図１４Ｂ
は、本発明の異なる実施形態の前部表面の図を示す。図１４Ａ～１４Ｂは、レンズの前部
凸表面が二つの光学パワー領域を有することを示す。第一光学パワー領域は、レンズの上
部部分中の遠距離ゾーン１４１０である。第二光学パワー領域は、追加的光学パワーを与
えるレンズの下部部分中の大概球状パワー領域１４２０である。追加的光学パワーは増分
追加パワーであり得る。図１４Ａでは、大概球状パワー領域は、レンズのアーチ形セクシ
ョンの形にある。アーチ形セクションは、レンズの直径よりもはるかに大きい直径を有し
ている円領域と考えられ得る。円領域はレンズには大きすぎるので、その周囲のトップ・
アーチだけがレンズ内に適合する。図１４Ｂでは、大概球状パワー領域は円形である。大
概球状パワー領域はフィッティング・ポイント１４３０の下方に配置される。あるいは、
大概球状パワー領域は、フィッティング・ポイントまたはその上方に配置され得る。光学
パワーの不連続部は、遠距離ゾーンと大概球状パワー領域の間に存在する。不連続部の少
なくとも一部は、二つの光学パワー領域間に配置される混合ゾーン１４４０によって混合
され得る。混合ゾーンは、ほぼ２．０ｍｍ幅以下またはほぼ０．５ｍｍ幅以下であり得る
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。図１４Ｃは、本発明の実施形態による図１４Ａまたは図１４Ｂのいずれかのレンズの後
部表面の図を示す。図１４Ｃは、レンズの後部凹表面が、追加的光学パワーを与える累進
光学パワー領域１４５０を有することを示す。追加的光学パワーは増分追加パワーであり
得る。累進光学パワー領域がレンズの後部凹表面にすべてではないがほとんどの場合に認
められるとき、後部凹表面はまた患者の乱視屈折障害を矯正する円環カーブを備えている
ことは注目されるべきである。累進光学パワー領域はレンズのフィッティング・ポイント
の下方から始まる。あるいは、図１４Ｄは、累進光学パワー領域がレンズのフィッティン
グ・ポイントまたはその近くから始まる本発明の実施形態による図１４Ａまたは図１４Ｂ
のいずれかのレンズの後部表面の図を示す。図１４Ｄ中のように、累進光学パワー領域が
大概球状パワー領域の上部端から始まるとき、累進光学パワーの始まりで提供される光学
パワーに付加的である光学パワーのステップ１４７０が提供される。累進光学パワー領域
が（図示しない）大概球状パワー領域の上方から始まるとき、大概球状パワー領域の上部
端は累進光学パワー領域のチャンネルを横切る不連続部を引き起こす。
【００７８】
　図１４Ｅは、本発明の実施形態によるレンズの中心鉛直線を沿って破断された図１４Ａ
と１４Ｃのレンズの断面図を示す。図１４Ｅに見られ得るように、遠距離光学パワー１４
１５は遠距離ゾーンに提供される。大概球状パワー領域と累進光学パワー領域は、各領域
によって与えられる光学パワーが近距離ゾーン１４６０で組み合わさってユーザーのため
の総近距離追加パワー１４６５を提供するような互いに光学的連絡にあるように整列され
る。累進光学パワー領域は、フィッティング・ポイントの下方から始まり、レンズのボト
ムまたはその上方で終わる。図１４Ｆは、本発明の実施形態によるレンズの前部および後
部表面上の図１４Ａと１４Ｃの光学パワー領域の配置と光学的アライメントを示している
発明レンズを前部から示す。図１４Ｇは、本発明の実施形態によるレンズの前部および後
部表面状の図１４Ｂと１４Ｃの光学パワー領域の配置と光学的アライメントを示している
発明レンズを前部から示す。図１４Ｆと１４Ｇの両方に見られ得るように、累進光学パワ
ー領域は、大概球状パワー領域の一部から始まり、不連続部の下方に間隔を置いている。
【００７９】
　上述したように、本発明にいくつかの実施形態では、大概球状パワー領域、混合ゾーン
および累進光学パワー領域は、数学的に組み合わされてレンズの単一表面上に配置され得
る。そのような実施形態の例では、レンズの着用者は、遠距離用の矯正を必要とせずに近
距離矯正用に＋２．２５Ｄを必要とする。図１５Ａは、本発明の実施形態によるレンズの
表面のボトム部分に配置された大概球状パワー領域１５１０を示す。大概球状パワー領域
は光学パワーを屈折により生成し得る。レンズは、遠距離ゾーンの光学パワーと大概球状
パワー領域の光学パワーの間で推移する混合ゾーン１５２０を有する。ただ単に例として
、図１５Ａのレンズでは、大概球状パワー領域は＋１．２５Ｄの光学パワーを有し、遠距
離ゾーンはプラノ光学パワーを有する。したがって、大概球状パワー領域は増分追加パワ
ーを有し得る。図１５Ｂは、本発明の実施形態によるレンズの表面上に配置された累進光
学パワー領域１５３０を示す。指摘したように、これは、前部凸表面上、後部凹表面上、
または前部凸表面と後部凹表面の両者上にあり得る。ただ単に例として、図１５Ｂのレン
ズでは、累進光学パワー領域は＋１．００Ｄの追加パワーを有する。したがって、累進光
学パワー領域は増分追加パワーを有し得る。図１５Ｃは、本発明の実施形態による図１５
Ａに示されたレンズの表面と図１５Ｂに示されたレンズの表面との組み合わせであるレン
ズの単一表面を示す。ただ単に例として、図１５Ｃのレンズでは、近距離ゾーン光学パワ
ーは、大概球状パワー領域によって与えられる光学パワーの＋１．２５Ｄと、累進光学パ
ワー領域によって与えられる光学パワーの＋１．００Ｄとの組み合わせである＋２．２５
Ｄである。図１５Ｃでは、累進光学パワー領域は、大概球状パワー領域の一部から始まり
、混合ゾーンの下方に間隔を置くように光学的に整列されることは注目されるべきである
。
【００８０】
　本発明のいくつかの実施形態では、二つの表面は、二つの表面の幾何学を数学的に一緒
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に加えてそれにより新しい単一表面を作り出すように組み合わされ得る。そして、この新
しい単一表面は、フリー形成によってまたはダイヤモンド・ターニングによって産出され
得るモールドから製造され得る。任意の光学的試験所によって表面処理され得る半完成レ
ンズ・ブランクを産出するためにモールドが使用され得る。
【００８１】
　デカルト座標の幾何学関数の見地から二つの表面のおのおのを記述することによって、
図１５Ａの表面は図１５Ｂに記述された表面と数学的に組み合わされて、二つの表面の組
み合わせである図１５Ｃに示された新しい表面を作り出し得る。
【００８２】
　大概球状パワー領域と混合ゾーンとを規定または産出する表面は、別々の等分セクショ
ンに分割され得る。各セクションは、それぞれ、固定曲面または固定湾曲に対する局所的
高さまたは局所的カーブとして記述され得る。そのような表面は次式によって記述され得
る。
【数１】

【００８３】
　同様に、累進光学パワー領域を規定または産出する表面は、上記セクションと同じサイ
ズである別々の等分セクションに分割され得る。各セクションは、固定表面または固定湾
曲に対する局所的な高さまたは局所的な曲面としてそれぞれ記述され得る。そのような表
面は次式によって記述され得る。

【数２】

【００８４】
　二つの表面のセクションが同じサイズであるならば、各表面からのセクションを組み合
わせることは簡単である。そして、複合表面は、二つの表面の単純な重ね合せによって記
述され得る。すなわち
【数３】

【００８５】
　このプロセスは本発明の実施形態による図１５Ｄに例証される。
【００８６】
　セクションのサイズは、各表面の正確な表現を達成するために可能な限り小さくあるべ
きである。二つの表面が組み合わされた後に累進光学パワー領域のさらなる最適化が行な
われ得、または大概球状パワー領域および混合ゾーンとのより良い組み合わせのために累
進光学パワー領域があらかじめ最適化され得る。望まれるならば、混合ゾーンは組み合わ
され得ず、大概球状パワー領域と累進光学パワー領域だけが組み合わされる。
【００８７】
　二つの表面はまた、メネゼス（Menezes）への米国特許第６，８８３，９１６号および
ウーリー（Wooley）らへの米国特許第６，９５５，４３３号に記載される方法によって組
み合わされ得る。それら両者は参照によってそのままここに組み込まれる。
【００８８】
　発明者は、目の分野で同じ方法でこれまでかつて矯正されていない距離の範囲の重要性
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を発見した。距離の範囲は、ほぼ２９インチとほぼ５フィートの間にあり、一つの机の遠
い縁へ合焦するなどの作業にとって特に重要であることが分かった。先行技術では、この
距離の範囲は、ほとんど見落とされ、先行技術の定義では遠距離または中距離のいずれか
のカテゴリーとひとまとめにされた。したがって、この距離の範囲は、これらのカテゴリ
ーの一つの一部として矯正された。発明者は、この距離の範囲を「遠中距離」と呼ぶ。「
遠中距離ゾーン」を名付けられた新しい視力ゾーンは、この発明遠中距離について適切な
合焦能力を提供するために発明された。本発明の実施形態は、この遠中距離ゾーンを含み
得、このゾーンの光学パワーを最適化して遠中距離について適切な合焦能力を提供し得る
。本発明の実施形態は、この遠中距離ゾーンを含み得、レンズ中のこのゾーンの位置を最
適化してレンズの適切な人間工学的使用を提供し得る。このゾーンが遠距離ゾーンと中距
離ゾーンの間に配置されるとき、それは「上部遠中距離ゾーン」と名付けられる。このゾ
ーンが近距離ゾーンの下方に配置されるとき、それは「下部遠中距離ゾーン」と名付けら
れる。
【００８９】
　一般に、従来技術の多焦点レンズは、遠中距離で適切な合焦能力を提供しないか、遠中
距離で限定された合焦能力だけを提供する。たとえば、二焦点の遠距離領域またはゾーン
は、ほぼ２０フィート以上の光学的無限遠などの遠視野距離で合焦能力を与えるように個
々の着用者について処方される。しかしながら、ほとんどの場合、同じ遠距離光学パワー
は、ほぼ５フィート以上の距離を見ているときの着用者に十分であるということは注目さ
れるべきである。二焦点の近距離領域またはゾーンは、ほぼ１６インチないしほぼ１０イ
ンチの近視野距離で合焦能力を与えるように処方される。三焦点は、遠視野距離、近視野
距離および中視野距離（ほぼ１６インチないしほぼ２９インチまで）で適切な合焦能力を
与える。ＰＡＬは、遠視野距離と近視野距離の間に明瞭な連続的な視野を提供する。しか
しながら、ＰＡＬの光学パワーは遠距離ゾーンから近距離ゾーンへ連続的に推移するので
、ＰＡＬのこの推移ゾーンの鉛直安定性は非常に限定される。
【００９０】
　ＰＡＬとは異なり、本発明の実施形態は、レンズの特定のゾーンの鉛直安定性を提供し
得る。ゾーンの鉛直安定性は、不連続部を引き起こし得る光学パワーのステップによって
提供され得る。さらに、本発明の実施形態は、着用者の視力に最も悩ましくないステップ
の位置を提供し得る。また、本発明の実施形態は、レンズの着用者の顔をある人が見たと
きにステップが大概見えないようにステップを形成することを提供し得る。また、本発明
の実施形態は、ゾーンからゾーンへ眺めるとき、たとえば、遠距離ゾーンから近距離ゾー
ンへ眺めるときなどに着用者の目がステップを超えて快適に移り得るようにステップを形
成することを提供し得る。最後に、本発明のある実施形態では、レンズは、遠距離物体と
着用者の目から４ないし５フィート以下にある物体との間で着用者が合焦するときに快適
に推移される単一不連続部だけで着用者の目からのほぼ４ないし５フィートとほぼ１０イ
ンチないし１２インチとの間で連続的な不断な合焦能力を提供し得る。本発明のさらに別
の実施形態では、光学パワーのステップは遠距離ゾーンと中距離ゾーンの間に生じ、それ
によって、レンズは、遠距離物体と着用者の目からほぼ２９インチ以下にある物体との間
で着用者が合焦するときに快適に推移される単一不連続部だけで着用者の目からのほぼ２
９インチとほぼ１０インチないし１２インチとの間で連続的な不断な合焦能力を与える。
【００９１】
　本発明の実施形態では、遠中距離ゾーンと中距離ゾーンに矯正総光学パワーが提供され
ることを保証するように大概球状パワー領域と累進光学パワー領域を整列させることが必
要であり得る。遠中距離ゾーンは、近距離追加パワーのほぼ２０％とほぼ４４％の間の追
加パワーを一般に有する。中距離ゾーンは、近距離追加パワーのほぼ４５％とほぼ５５％
の間の追加パワーを一般に有する。着用者の視線がさまざまなゾーン（遠距離ゾーン、遠
中距離ゾーン、中距離ゾーンおよび近距離ゾーン）の間を推移するときのための使用可能
で人間工学的に実現可能なレンズを作り出すようにこれらの領域を整列し位置決めするこ
ともまた必要であり得る。結局、最適な中距離矯正および／または遠中距離矯正を保証す
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るために遠距離視力矯正と近距離視力矯正の間に存在する光学パワーの勾配を設計するこ
ともまた必要であり得る。
【００９２】
　本発明の実施形態では、大概球状パワー領域は、フィッティング・ポイントの下方ほぼ
０ｍｍとほぼ７ｍｍの間に配置され得る。本発明の別の実施形態では、大概球状パワー領
域は、フィッティング・ポイントの下方ほぼ２ｍｍとほぼ５ｍｍの間に配置され得る。本
発明の実施形態では、累進光学パワー領域は、大概球状パワー領域の一部大概球状パワー
領域のトップ・エッジの下方ほぼ２ｍｍないしほぼ１０ｍｍから始まり得る。本発明の別
の実施形態では、累進光学パワー領域は、大概球状パワー領域の一部大概球状パワー領域
のトップ・エッジの下方ほぼ４ｍｍないしほぼ８ｍｍから始まり得る。本発明の実施形態
では、遠中距離のパワーは、フィッティング・ポイントの下方ほぼ３ｍｍとほぼ４ｍｍの
間から始まり、チャンネルの下ほぼ４ｍｍまで延び得る。本発明の実施形態では、中距離
パワーは、遠中距離ゾーンの後に始まり、チャンネルの下ほぼ３ｍｍないしほぼ４ｍｍま
で延び得る。前述の測定値は単に代表的であり、本発明を限定する意図はない。
【００９３】
　大概球状パワー領域と累進光学パワー領域が整列および位置決めされないならば、レン
ズのユーザーはレンズの使用可能部に適切な視力矯正を有しないだろう。たとえば、大概
球状パワー領域がフィッティング・ポイントの非常に上方に配置されるならば、着用者は
前方を真っすぐに眺めるときに遠距離視野について強すぎる光学パワーを有し得る。別の
例として、低追加パワー累進光学パワー領域がレンズ中に高すぎて配置されるならば、大
概球状パワー領域と累進光学パワー領域によって提供される中距離ゾーン中の複合光学パ
ワーは着用者にとって高すぎになり得る。
【００９４】
　図１６と図１７は、本発明の実施形態による＋１．２５Ｄの近距離追加パワーを有して
いる三つの従来のＰＡＬ設計（エシロール（Essilor）によって商標登録されたエシロー
ル・フィジオ（Essilor Physio）（登録商標）レンズ、エシロール（Essilor）によって
商標登録されたエシロール・エリプス（Essilor Ellipse）（登録商標）レンズ、シャミ
ル・オプティカル（Shamir Optical）によって商標登録されたシャミル・ピッコロ（Sham
ir Piccolo）（登録商標）レンズ）を示す。図１６は、ロトレックス（Rotlex）によって
商標登録されたロトレックス・クラス・プラス（Rotlex Class Plus）（登録商標）によ
って測定された三つのレンズについての追加パワー勾配を示す。図１７は、ロトレックス
・クラス・プラス（Rotlex Class Plus）（登録商標）によって測定された三つのレンズ
中の追加パワーのチャンネルを下へフィッティング・ポイントから３ｍｍごとに取った測
定値を示す。
【００９５】
　図１８は、本発明の三つの実施形態の追加パワーのチャンネルを下へフィッティング・
ポイントから３ｍｍごとに取った測定値を示す。これらの実施形態では、図１６と図１７
の三つのレンズは、＋１．００Ｄの光学パワーを有している大概球状パワー領域に光学的
連絡して置かれる。これらの実施形態では、累進光学パワー領域はフィッティング・ポイ
ントから始まり、大概球状パワー領域のトップ・エッジはフィッティング・ポイントのち
ょうど下方に置かれる。図１８から見られ得るように、フィッティング・ポイントの下方
９ｍｍでのレンズの追加パワーは強すぎる。フィッティング・ポイントの下方９ｍｍでの
レンズの領域は一般に中距離ゾーンの一部になる。＋２．２５Ｄ近距離追加パワーに対し
て、中距離追加パワーは＋１．１２Ｄであるべきである。しかしながら、エシロール・フ
ィジオ（Essilor Physio）（登録商標）実施形態はフィッティング・ポイントの下方９ｍ
ｍで＋１．６３Ｄ追加パワーを有し、エシロール・エリプス（Essilor Ellipse）（登録
商標）実施形態はフィッティング・ポイントの下方９ｍｍで＋１．８２Ｄ追加パワーを有
し、シャミル・ピッコロ（Shamir Piccolo）（登録商標）実施形態はフィッティング・ポ
イントの下方９ｍｍで＋１．６８Ｄ追加パワーを有する。中距離ゾーンに強すぎる追加パ
ワーがあるので、レンズのユーザーは、まるで彼または彼女の目が引っぱっているか交差
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しているかのように感じ得る。これは頭痛を引き起こし得る。またユーザーは、このゾー
ンを通して適切に合焦するために彼または彼女の目の近くに物体を保持しなければならな
い。したがって、大概球状パワー領域と累進光学パワー領域の光学パワー、配置およびア
ラインメントが最適化されないならば、結果のレンズは次のもの、貧弱な視力人間工学、
貧弱な視力快適さおよび貧弱な視力明瞭さの一つ以上を有するであろう。
【００９６】
　別の例として、図１９は、ロトレックス・クラス・プラス（Rotlex Class Plus）（登
録商標）によって測定された左側の本発明の実施形態と右側のエシロール・フィジオ（Es
silor Physio）（登録商標）レンズとの両方の追加パワー勾配を示す。実施形態とフィジ
オ（登録商標）レンズの両方は、＋２．２５Ｄの追加パワーを有する。実施形態は、＋１
．２５Ｄの光学パワーを有している大概球状パワー領域と、＋１．００Ｄの追加パワーを
有している累進光学パワー領域とを有する。累進光学パワー領域のトップはフィッティン
グ・ポイントのちょうど下方から始まり、大概球状パワー領域のトップはフィッティング
・ポイントの下方４ｍｍに配置される。したがって、大概球状パワー領域がレンズに光学
パワーを加え始める前に、累進光学パワー領域だけが増大光学パワーを与えるレンズの領
域がある。図２０は、ロトレックス・クラス・プラス（Rotlex Class Plus）（登録商標
）によって測定された図１９の二つのレンズ中の追加パワーのチャンネルを下へフィッテ
ィング・ポイントから３ｍｍごとに取った測定値を示す。本発明のこの実施形態は、フィ
ッティング・ポイントから９ｍｍに＋１．１０Ｄの追加パワーを有するエシロール・フィ
ジオ（Essilor Physio）（登録商標）と比較して、フィッティング・ポイントから９ｍｍ
に＋１．６０Ｄの追加パワーを有する。前のように、大概球状パワー領域と累進光学パワ
ー領域の光学パワー、配置およびアラインメントが最適化されていないならば、結果のレ
ンズは、貧弱な視力人間工学、貧弱な視力快適さおよび貧弱な視力明瞭さを有するであろ
う。これは、図１８と２０のフィッティング・ポイントの下方１５ｍｍにあるように、矯
正全追加パワーがレンズによって提供するときであっても真実である。
【００９７】
　したがって、たとえ本発明のこれらの実施形態が最新のＰＡＬｓと比較して多数の優れ
た特性（たとえば少ない不所望な非点収差）を有するとしても、そのようなレンズはユー
ザーによって拒絶されるであろうことは明白に違いない。本発明の実施形態は、中距離ゾ
ーンに強すぎる追加パワーを有し、フィッティング・ポイントからレンズのボトムまでの
光学パワー勾配は急峻すぎる。
【００９８】
　エシロール・フィジオ（Essilor Physio）（登録商標）レンズについて図１８と図２０
に示される追加パワー測定値を比較することによって、図１７のエシロール・フィジオ（
Essilor Physio）（登録商標）レンズに＋の１．００Ｄの球状パワー領域を加え、それに
よって図２０のエシロール・フィジオ（Essilor Physio）（登録商標）レンズに近づけ得
ないことは明白に違いない。したがって、それ大概球状パワー領域および／または累進光
学パワー領域は、適切な中距離矯正および／または遠中距離矯正を提供するために遠距離
ゾーンと近距離ゾーンの間の光学パワーの勾配を考慮に入れて設計されなければならない
ことは明白に違いない。
【００９９】
　図２１は、本発明の実施形態によるレンズの四つの領域、遠距離ゾーン２１１０と上部
遠中距離ゾーン２１２０と中距離ゾーン２１３０と近距離ゾーン２１４０を示す。これら
の領域は実寸どおりに示されていない。上部遠中距離ゾーンは、点Ｈから点Ｉまでの高さ
と、点Ａから点Ｂまでの幅とを有し得る。中距離ゾーンは、点Ｉから点Ｊまでの高さと、
点Ｃから点Ｄまでの幅とを有し得る。近距離ゾーンは、点Ｊから点Ｇまでの高さと、点Ｅ
から点Ｆまでの幅とを有し得る。本発明のある実施形態では、発明レンズは、着用者に遠
距離ゾーンと近距離ゾーンについて適切な矯正を提供し、着用者が遠中距離と中距離で適
切に見ることを可能にする光学パワーの最適化勾配を提供し得る。本発明のある実施形態
では、レンズは、上部遠中距離ゾーンの視力の鉛直安定性および／または中距離ゾーンの
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視力の鉛直安定性を有し得る。遠中距離ゾーンを有しない本発明の実施形態では、中距離
ゾーンは、視力の増大された鉛直安定性を有し（すなわち、さらに鉛直に延び）得る。
【０１００】
　追加遠中距離領域が近距離ゾーンの下方に設けられ得る。そのような実施形態では、こ
の領域は「下部」遠中距離ゾーンと呼ばれ得、遠距離領域と中距離領域の間の遠中距離領
域は「上部」遠中距離領域と呼ばれ得る。上部および下部遠中ゾーンは同じ光学パワーを
有し得る。下部遠中ゾーンは、老眼の着用者が下方を眺めるときに彼または彼女の足また
は床をより容易に見ることを可能にするために本発明の実施形態に含まれ得る。これは、
階段を上り下りするときに追加の安全性を提供し得る。
【０１０１】
　本発明の実施形態は、レンズの領域間に一つ以上の不連続部を含み得る。一般に、本発
明の実施形態は単一不連続を含むだけである。不連続部は、レンズの二つの異なる領域間
の不連続表面または不連続光学パワーによって引き起こされ得る。不連続部は、光学パワ
ーのステップ増またはステップ減によって引き起こされ得る。不連続部は、レンズを通し
て眺めるときに知覚画像乱れにつながるレンズの表面またはレンズの光学パワーの任意の
変化によって規定される。ただ単に例として、発明者は、さまざまなレンズを製造し、眼
鏡レンズが一般に着用されるか仕方に調和する目からの距離にレンズが配置されるとき、
ほぼ０．１０Ｄ未満の光学パワー不連続部をレンズが有するときに画像乱れを知覚し難い
ことを見いだした。しかしながら、ほぼ０．１０Ｄないし０．１２Ｄよりも大きい光学パ
ワー不連続部はほとんどの場合に視覚的に検知され得る。さらに、レンズの着用者によっ
て知覚され得るような光学パワー不連続部は、たとえば、コンピューター・スクリーンを
見ることなどのある視覚的作業中の着用者の視力に邪魔になり得る。不連続部について上
述した光学パワー値は単に代表的であり、不連続部は、レンズに通して眺めるときに画像
乱れを知覚する能力につながるレンズの表面または光学パワーの任意の変化として規定さ
れることは注目されるべきである。
【０１０２】
　発明者は、ある不連続部が他よりもより目立ちおよび／または邪魔であることをさらに
確証した。したがって、本発明の実施形態は、より少なく目立ちおよび／またはより少な
く邪魔である一つ以上の不連続部を含み得る。発明者は、レンズの遠距離ゾーンと上部遠
中距離ゾーンの間の不連続部は、中距離ゾーン、近距離ゾーン内、または中距離ゾーンと
近距離ゾーンの間にある不連続部よりはるかによくユーザーによって視覚的に許容される
ことを見いだした。さらに、発明者は、不連続部の少なくとも一部を混合する混合ゾーン
の幅が狭いほど、目は、混合ゾーンによって作り出される任意の画像乱れまたは曇りを超
えてより速く推移するという事実のため、目は不連続部を超えて良好に推移することを確
証した。したがって不連続部は混合されるべきでないことを示すように思われるが、ほと
んど目に見えない不連続部を作り出すために不連続部を混合する肯定的な見場の効果によ
ってバランスが取られなければならない。
【０１０３】
　本発明の実施形態は一つ以上の不連続部を備え、不連続部は、＋０．１２Ｄ以上の光学
パワーのステップずつ引き起こされ得る。実施形態は、ほぼ２．０ｍｍ未満またはほぼ１
．０ｍｍと０．５ｍｍの間の幅を有している混合ゾーンによって少なくとも部分的に混合
される単一の不連続部を有し得る。この幅の混合ゾーンはダイヤモンド・ターニングによ
って生成され得る。しかしながら、本発明の別の実施形態では、不連続部は混合されない
。本発明の実施形態では、不連続部は、ほぼ＋０．５０Ｄを超える、ほとんどの場合には
ほぼ＋０．２５Ｄを超える光学パワーのステップによって作り出され得る。光学パワーの
ステップおよびしたがって不連続部は、いつもとは限らないが通常は、発明レンズの遠距
離ゾーンと遠中距離ゾーンの間に配置される。あるいは、レンズが遠中距離ゾーンを有し
ないとき、不連続部は通常はレンズの遠距離ゾーンと中距離ゾーンの間に配置される。図
２５と２６は、半発明の実施形態による累進光学パワー領域が始まる前の光学パワーのそ
のようなステップ増を示す。
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【０１０４】
　本発明のすべての実施形態は、光学パワーの三つの使用可能ゾーン、遠距離ゾーンと中
距離ゾーンと近距離ゾーンを有する能力を与える。本発明の実施形態はまた、第四ゾーン
、上部遠中距離ゾーンと、いくつかの実施形態では、第五ゾーン、下部遠中距離ゾーンと
を有する能力を提供し得る。本発明の実施形態は以下のことをし得る。
【０１０５】
　ａ）　チャンネルの長さを増大させて光学パワーの追加２ｍｍないし３ｍｍ平坦域を与
えて上部遠中距離矯正を提供する。そのような光学パワー・ゾーンは、その人のコンピュ
ーターを使用するときやその人の机の縁を眺めるときに有用であり得る。チャンネル長を
増大させることは、レンズを収容する眼鏡フレームの鉛直寸法に依存する可能性があり得
ないことは注目されるべきである。
【０１０６】
　ｂ）　チャンネルの長さを増大させて光学パワーの追加２ｍｍないし３ｍｍ平坦域を与
えて下部遠中距離矯正を提供する。そのような光学パワー・ゾーンは、床を眺めるときや
階段を上り下りするときに有用であり得る。チャンネル長を増大させることは、レンズを
収容する眼鏡フレームの鉛直寸法に依存する可能性があり得ないことは注目されるべきで
ある。
【０１０７】
　ｃ）　一つ以上の不連続部を利用する。一つ以上の不連続部は、光学パワーの一つ以上
のステップによって引き起こされ得、ステップは、光学パワーのステップ増またはステッ
プ減のいずれかである。不連続部は、光学パワーを増減するためにレンズ土地を、もしあ
るにしても、非常にほとんど使用しないので、チャンネルは、チャンネルの長さを延ばす
ことなく光学パワーの平坦域を与えるように設計され得る。光学パワーのステップが大き
いほど、レンズ中のより多くの土地が光学パワー平坦域を提供され得ることに注意するこ
とは重要である。発明の実施形態では、光学パワーの平坦域は不連続部の後に提供されて
遠中距離矯正を提供する。これは、チャンネルの長さを加えることなく遂行する。図２２
は、光学パワーの二つの平坦域２２３０と２２４０を有している本発明の実施形態を示し
、図２３は、光学パワーの三つの平坦域２３３０と２３４０と２３５０を有している本発
明の実施形態を示す。
【０１０８】
　ｄ）　チャンネルの長さを同じに保つが、光学パワーのさまざまなゾーン間で光学パワ
ーをより速く傾斜させる。これは着用者の視力快適さと眼精疲労に関する問題に通常つな
がることは注目されるべきである。
【０１０９】
　ｅ）　近距離ゾーンのすぐ下方に光学パワーのステップ減を使用して下部遠中距離ゾー
ンを与える。レンズの近距離部の下方に十分なレンズ土地があるならば、下部遠中距離ゾ
ーンが可能なだけであり得ることは注目されるべきである。
【０１１０】
　図２２は、遠距離ゾーンを近距離ゾーンに連結している累進光学パワー領域を含んでい
る本発明の実施形態の中心鉛直中央線に沿った光学パワーを示す。図は実寸どおりに描か
れていない。遠距離ゾーンの光学パワーはプラノとして示され、したがってＸ軸２２１０
によって表わされる。累進光学パワー領域はレンズのフィッティング・ポイント２２２０
から始まる。あるいは、累進光学パワー領域はフィッティング・ポイントの下方から始ま
り得る。累進光学パワー領域の光学パワーはチャンネルの長さにわたって増大するが、累
進光学パワー領域はチャンネル内に光学パワーの二つの平坦域を提供し得る。第一平坦域
２２３０は上部遠中距離矯正を提供し、第二平坦域２２４０は中距離矯正を提供する。あ
るいは、累進光学パワー領域は、中距離矯正または遠中距離矯正のいずれかを提供する光
学パワーの単一平坦域を提供する。光学パワーの第一平坦域は、ほぼ１ｍｍとほぼ６ｍｍ
の間またはほぼ２ｍｍとほぼ３ｍｍの間のチャンネルに沿った鉛直長さを有し得る。しか
しながら、すべての場合に、光学パワーの平坦域はほぼ１ｍｍの鉛直長さを有する。二つ
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の平坦域を備える場合、光学パワーの第一平坦域の後、累進光学パワー領域によって与え
られる光学パワーは、光学パワーの第二平坦域まで増大する。光学パワーの第二平坦域は
、ほぼ１ｍｍとほぼ６ｍｍの間またはほぼ２ｍｍとほぼ３ｍｍの間のチャンネルに沿った
鉛直長さを有し得る。光学パワーの第二平坦域の後、累進追加領域によって与えられる光
学パワーは、総近距離光学パワーが２２５０に到達するまで増大する。近距離光学パワー
が達成された後、累進光学パワー領域によって与えられる光学パワーは減少し始め得る。
光学パワーが、近距離ゾーンの追加パワーのほぼ２０％ないしほぼ４４％の間まで減少す
るならば、下部遠中ゾーンが提供され得る。
【０１１１】
　図２３は、遠距離ゾーンを近距離ゾーンに連結している累進光学パワー領域を含んでい
る本発明の実施形態の中心鉛直中央線に沿った光学パワーを示す。図は実寸どおりに描か
れていない。遠距離ゾーンの光学パワーはプラノとして示され、したがってＸ軸２３１０
によって表わされる。累進光学パワー領域はレンズのフィッティング・ポイント２３２０
から始まる。あるいは、累進光学パワー領域はフィッティング・ポイントの下方から始ま
り得る。累進光学パワー領域の光学パワーはチャンネルの長さにわたって増大するが、累
進光学パワー領域はチャンネル内に光学パワーの三つの平坦域を提供し得る。第一平坦域
２３３０は上部遠中距離矯正を提供し、第二平坦域２３４０は中距離矯正を提供し、第三
平坦域２３５０は近距離矯正を提供する。光学パワーの第一平坦域は、ほぼ１ｍｍとほぼ
６ｍｍの間またはほぼ２ｍｍとほぼ３ｍｍの間のチャンネルに沿った鉛直長さを有し得る
。しかしながら、すべての場合に、光学パワーの平坦域はほぼ１ｍｍの鉛直長さを有する
。光学パワーの第一平坦域の後、累進光学パワー領域によって与えられる光学パワーは、
光学パワーの第二平坦域まで増大する。光学パワーの第二平坦域は、ほぼ１ｍｍとほぼ６
ｍｍの間またはほぼ２ｍｍとほぼ３ｍｍの間のチャンネルに沿った鉛直長さを有し得る。
光学パワーの第二平坦域の後、累進光学パワー領域によって与えられる光学パワーは、光
学パワーの第三平坦域まで増大する。光学パワーの第三平坦域は、ほぼ１ｍｍとほぼ６ｍ
ｍの間またはほぼ２ｍｍとほぼ３ｍｍの間のチャンネルに沿った鉛直長さを有し得る。近
距離光学パワーが２３６０で達成された後、累進光学パワー領域によって与えられる光学
パワーは減少し始め得る。光学パワーが、近距離ゾーンの追加パワーのほぼ２０％ないし
ほぼ４４％の間まで減少するならば、下部遠中ゾーンが提供され得る。
【０１１２】
　図２４は、大概球状パワー領域と、不連続部と、遠距離ゾーンを近距離ゾーンに連結し
ている累進光学パワー領域とを含んでいる本発明の実施形態の中心鉛直中央線に沿った光
学パワーを示す。図は実寸どおりに描かれていない。遠距離ゾーンの光学パワーはプラノ
として示され、したがってＸ軸２４１０によって表わされる。累進光学パワー領域は、レ
ンズのフィッティング・ポイント２４２０またはその近くから始まる。不連続部２４３０
は大概球状パワー領域によって引き起こされ得、それは、光学パワーのステップを引き起
こし、光学パワー２４４０を与える。累進光学パワー領域は不連続部の上方から始まり得
る。この場合、累進光学パワー領域の始まりは、遠距離ゾーンの光学パワーを測定し、そ
してレンズの光学パワーが徐々にプラスの光学パワーに増大またはマイナスの光学パワー
に低減し始める不連続部の上方にレンズのエリアまたは領域を配置することによって配置
され得る。不連続部の直前と不連続部の直後の光学パワー間の差は「光学パワーのステッ
プ」と呼ばれる。光学パワーが連続部の前から連続部の後ろに増大するならば「光学パワ
ーのステップ増」が生じる。光学パワーが連続部の前から連続部の後ろに減少するならば
「光学パワーのステップ減」が生じる。したがって、累進光学パワー領域が不連続部の上
方から始まるならば、不連続部のすぐ前ではレンズの総光学パワーは累進光学パワー領域
と遠距離ゾーンの光学パワーであり、不連続部のすぐ後ろではレンズの総光学パワーは、
光学パワーのステップによって引き起こされる光学パワーと累進追加領域と遠距離ゾーン
の光学パワーである。あるいは、累進光学パワー領域は、不連続部のすぐ前ではレンズの
総光学パワーが遠距離光学パワーであり、不連続部のすぐ後ろで累進光学パワー領域がひ
とたび始まれば、レンズの総光学パワーは、光学パワーのステップによって引き起こされ
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る光学パワーと累進追加領域と遠距離ゾーンの光学パワーであるように不連続部の下方か
ら始まり得る。累進光学パワー領域は不連続部のすぐ後ろから始まり得る。あるいは、累
進光学パワー領域は不連続部から１ミリメートル以上から始まり、それにより中距離視野
や上部遠中距離視野に有用であり得る光学パワーの平坦域２４５０を作り出し得る。本発
明のいくつかの実施形態では、累進光学パワー領域は、レンズの総光学パワーを増大させ
る正の光学パワーを有する前にレンズの総光学パワーを減少させるような負の光学パワー
２４６０を有し得る。たとえば、光学パワーのステップによって引き起こされる光学パワ
ーは適切な遠中距離視野に必要とされる光学パワーよりも高くなり得る。この場合、不連
続部またはそのすぐ後ろの累進光学パワー領域の一部は、適切な上部遠中距離矯正を提供
するためにレンズの光学パワーを減少させ得る。累進光学パワー領域はそれから、適切な
中距離矯正２４７０を提供するために光学パワーが増大し得る。累進光学パワー領域の光
学パワーは全近距離光学パワー２４８０までさらに増大し得、その後、再び減少し始め得
る。したがって、大概球状パワー領域と累進光学パワー領域はそれぞれレンズの総追加パ
ワーを一緒に提供する増分追加パワーを有し得る。光学パワーが、近距離ゾーンの追加パ
ワーのほぼ２０％ないしほぼ４４％の間まで減少するならば、下部遠中ゾーンが提供され
得る。
【０１１３】
　累進光学パワー領域が不連続部の上方から始まる本発明の実施形態では、累進光学パワ
ー領域によって与えられる光学パワーは初期にゼロまたは負であり得る。不連続部は、光
学パワーのステップによって引き起こされ得る。光学パワーのステップによって引き起こ
される光学パワーは、適切な中距離矯正または遠中距離矯正に必要とされる光学パワーと
ほぼ等しくなり得る。したがって、累進光学パワー領域によって与えられる初期光学パワ
ーがゼロならば、不連続部の後の複合光学パワーは適切な中距離矯正または遠中距離矯正
になるであろう。同様に、光学パワーのステップによって引き起こされる光学パワーは、
適切な中距離矯正または遠中距離矯正に必要とされる光学パワーより大きくなり得る。し
たがって、累進光学パワー領域によって与えられる初期光学パワーが負であるならば、不
連続部の後の複合光学パワーは適切な中距離矯正または遠中距離矯正になるであろう。い
ずれの場合も、累進光学パワー領域が初期に正の光学パワーを与えるならば、不連続部の
後の複合光学パワーは強すぎるであろう。これは、図１６～２０の場合に証明された。さ
らに、光学パワーのステップが適切な中距離矯正または遠中距離矯正に必要とされるより
も高い光学パワーを引き起こすならば、それにより下部追加パワー累進光学パワー領域は
レンズの光学特性を改善するのに使用され得ることは注目されるべきである。累進光学パ
ワー領域の光学パワーが少ないほど、少ない不所望な非点収差およびひずみが最終レンズ
に追加されるであろうことは注目されるべきである。
【０１１４】
　あるいは、累進光学パワー領域が不連続部の上方から始まる本発明の実施形態では、累
進光学パワー領域によって与えられる光学パワーは初期に正であり得る。これらの実施形
態では、光学パワーのステップによって引き起こされる光学パワーは、適切な中距離矯正
または適切な遠中距離矯正に必要とされる光学パワーよりも少なくなるまで低減される。
したがって、累進光学パワー領域によって与えられる初期光学パワーが正であるならば、
不連続部の後の複合光学パワーは適切な中距離矯正または遠中距離矯正になるであろう。
しかしながら、この実施形態では、不所望な非点収差とひずみが、大概球面領域の光学パ
ワーが累進光学パワー領域によって与えられる光学パワーに等しいかそれよりも大きい実
施形態よりも最終レンズでは大きいことは注目されるべきである。
【０１１５】
　図２５は、大概球状パワー領域と、不連続部と、遠距離ゾーンを近距離ゾーンに連結し
ている累進光学パワー領域とを含んでいる本発明の実施形態の中心鉛直中央線に沿った光
学パワーを示す。図は実寸どおりに描かれていない。遠距離ゾーンの光学パワーはプラノ
として示され、したがってＸ軸２５１０によって表わされる。不連続部２５２０は、フィ
ッティング・ポイント２５３０の下方、たとえばフィッティング・ポイントの下方ほぼ３
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ｍｍに配置され得る。不連続部は大概球状パワー領域によって引き起こされ得、それは、
光学パワーのステップを引き起こし、光学パワー２５４０を与える。累進光学パワー領域
は、大概球状パワー領域の一部、たとえば、不連続部２５５０のすぐ後ろから始まり得る
。大概球状パワー領域は、不連続部のほぼ３ｍｍないし５ｍｍ内に「非球面部分」２５６
０を有し得る。この部分の後、大概球状パワー領域は実質的に球状であり得る。累進光学
パワー領域の光学パワーと大概球状パワー領域の非球面部分の光学パワーとの組み合わせ
は、光学パワーの急激なステップ増とは対称的に不連続部のすぐ後に大概連続的手法で増
大する光学パワーを有している複合累進光学パワー領域を形成し得る。正味の光学効果は
、光学パワーのステップが、大概球状パワー領域によって提供される全光学パワー２５７
０よりも少ないということである。非球面部分と累進光学パワー領域は、不連続部の後に
大概球状パワー領域の十分な光学パワーを漸進に達成することを可能にする。非球面部分
は、適切な上部遠中距離矯正２５８０を提供し得る。あるいは、累進光学パワー領域は、
適切な上部遠中距離矯正を提供する追加光学パワーを与え得る。累進光学パワー領域はそ
れから、適切な中距離矯正２５８５を提供するために光学パワーが増大し得る。あるいは
、適切な遠中距離矯正だけが提供され得ない。累進光学パワー領域の光学パワーは全近距
離光学パワー２５９０までさらに増大し得、その後、再び減少し始め得る。したがって、
大概球状パワー領域と累進光学パワー領域はそれぞれレンズの総追加パワーを一緒に提供
する増分追加パワーを有し得る。本発明の実施形態では、下部遠中距離矯正２５９５は、
近距離ゾーンの後の光学パワーのステップ減によって提供され得る。あるいは、下部遠中
距離ゾーンは、レンズの光学パワーを低減する負の光学パワーを与える累進光学パワー領
域によって提供され得る。
【０１１６】
　図２６は、大概球状パワー領域と、不連続部と、遠距離ゾーンを近距離ゾーンに連結し
ている累進光学パワー領域とを含んでいる本発明の実施形態の中心鉛直中央線に沿った光
学パワーを示す。図は実寸どおりに描かれていない。遠距離ゾーンの光学パワーはプラノ
として示され、したがってＸ軸２６１０によって表わされる。不連続部２６２０は、フィ
ッティング・ポイント２６３０の下方で、遠距離ゾーンと上部遠中距離ゾーン２６４０の
間に配置され得る。あるいは、不連続部は、フィッティング・ポイントの下方で、遠距離
ゾーンと中距離ゾーン２６５０の間に配置され得る。不連続部は、大概球状パワー領域に
よって引き起こされ得、それは、光学パワーのステップを引き起こし、光学パワー２６６
０を与える。光学パワーのステップは、遠中距離矯正に必要とされる光学パワーと等しく
あり得る。あるいは、光学パワーのステップは、中距離矯正に必要とされる光学パワーと
等しくあり得る。累進光学パワー領域は、大概球状パワー領域の一部、たとえば、不連続
部のすぐ後ろまたはそのわずかに後ろの２６７０から始まり得る。累進光学パワー領域が
不連続部の下方から始まるならば、それから上部遠中距離ゾーンまたは中距離ゾーンのい
ずれかが光学パワーの平坦域に提供され得る。累進光学パワー領域は全近距離光学パワー
２６８０まで連続し、その後、レンズの光学パワーを低減する負の光学パワーを与え得る
。したがって、大概球状パワー領域と累進光学パワー領域はそれぞれレンズの総追加パワ
ーを一緒に提供する増分追加パワーを有し得る。光学パワーが、近距離ゾーンの追加パワ
ーのほぼ２０％ないしほぼ４４％の間まで減少するならば、下部遠中ゾーンが提供され得
る。本発明のいくつかの実施形態では、レンズは、任意の距離ゾーンのための光学パワー
の平坦域を含み得る。
【０１１７】
　本発明の実施形態では、レンズは、＋２．００Ｄ近追加パワーを提供し得る。レンズは
、大概球状パワー領域のトップ・エッジがレンズのフィッティング・ポイントの下方ほぼ
３ｍｍに整列するように整列された＋１．００Ｄの光学パワーを有している埋め込み大概
球状パワー領域（すなわち、大概球状パワー領域は増分追加パワーを有する）を含み得る
。レンズは、レンズの凸外側表面に配置された累進光学パワー領域を有している累進光学
パワー表面を有し得る。あるいは、累進光学パワー表面は、レンズの凹表面上に配置され
るか、レンズの両外側表面に分割されるか、レンズ内に埋め込まれ得る。累進光学パワー
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領域は、＋１．００Ｄの最大光学パワーまで増大するゼロの初期光学パワーを有する（す
なわち、累進光学パワー領域は増分追加パワーを有する）。累進光学パワー領域は、ゼロ
の光学パワーを有するそのチャンネルの始まりがレンズのフィッティング・ポイントの下
方ほぼ１０ｍｍから始まるように整列される。言いかえれば、累進光学パワー領域は、そ
のチャンネルの始まりが、埋め込み球状パワー領域によって引き起こされる光学パワーの
ステップ増によって引き起こされる不連続部の下方ほぼ７ｍｍにあるように整列される。
この実施形態では、レンズに遠中距離ゾーンは見つけられない。しかしながら、中距離ゾ
ーンは、商業的に入手可能な任意のＰＡＬレンズよりもはるかに大きい最小限ほぼ７ｍｍ
の視力の鉛直安定性を有する。容易に理解され得るように、累進光学パワーと大概球状パ
ワー領域の複合光学パワーは、大概球状パワー領域のトップ・エッジの下方ほぼ７ｍｍの
後ろまで始まらない。したがって、フィッティングの下方ほぼ３ｍｍからフィッティング
・ポイントの下方ほぼ１０ｍｍまでの光学パワーは、大概球状パワー領域によって提供さ
れる＋１．００Ｄ光学パワーである。この光学パワーは近距離追加パワーの５０％であり
、したがって適切な中距離矯正を提供する。
【０１１８】
　本発明のまた別の実施形態では、レンズは＋２．５０Ｄ近追加パワーを提供し得る。レ
ンズは、大概球状パワー領域のトップ・エッジがレンズのフィッティング・ポイントの下
方ほぼ４ｍｍになるように整列されるレンズの凹後部円環／乱視矯正外側表面上にフリー
形成される＋１．２５Ｄの光学パワーを有している大概球状パワー領域（すなわち、大概
球状パワー領域は増分追加パワーを有する）を有し得る。レンズは、レンズの前部凸表面
に配置された、＋１．２５Ｄの最大光学パワーまで増大するゼロの初期光学パワーを有し
ている累進光学パワー領域を有し得る（すなわち、累進光学パワー領域は増分追加パワー
を有する）。累進光学パワー領域は、そのチャンネルの始まりがレンズのフィッティング
・ポイントの下方ほぼ１０ｍｍから始まるように整列される。言いかえれば、累進光学パ
ワー領域は、そのチャンネルの始まりが、埋め込み球状パワー領域によって引き起こされ
る光学パワーのステップ増によって引き起こされる不連続部の下方ほぼ６ｍｍにあるよう
に整列される。この発明実施形態では、発明レンズに遠中距離ゾーンは見つけられない。
しかしながら、中距離ゾーンは、商業的に入手可能な任意のＰＡＬレンズよりもはるかに
大きい最小限ほぼ６ｍｍの視力の鉛直安定性を有する。容易に理解され得るように、累進
光学パワーと大概球状パワー領域の複合光学パワーは、大概球状パワー領域のトップ・エ
ッジ（不連続部の位置である大概球状パワー領域のトップ・エッジ）の下方ほぼ６ｍｍの
後ろまで始まらない。したがって、フィッティングの下方ほぼ４ｍｍからフィッティング
・ポイントの下方ほぼ１０ｍｍまでの光学パワーは、大概球状パワー領域によって提供さ
れる＋１．２５Ｄ光学パワーである。この光学パワーは近距離追加パワーの５０％であり
、したがって適切な中距離矯正を提供する。
【０１１９】
　本発明の実施形態では、レンズは、＋２．２５Ｄ近追加パワーを提供し得る。レンズは
、大概球状パワー領域のトップ・エッジがレンズのフィッティング・ポイントの下方ほぼ
３ｍｍに整列されるように整列される＋０．７５Ｄの光学パワーを有している埋め込み大
概球状パワー領域（すなわち、大概球状パワー領域は増分追加パワーを有する）を含み得
る。レンズは、レンズの凸外側表面上に配置された累進光学パワー領域を有している累進
光学パワー表面を有し得る。あるいは、累進光学パワー表面は、レンズの凹表面上に配置
されるか、レンズの両外側表面に分割されるか、レンズ内に埋め込まれ得る。累進光学パ
ワー領域は、＋１．５０Ｄの最大光学パワーまで増大するゼロの初期光学パワーを有する
（すなわち、累進光学パワー領域は増分追加パワーを有する）。累進光学パワー領域は、
ゼロの光学パワーを有するそのチャンネルの始まりがレンズのフィッティング・ポイント
の下方ほぼ７ｍｍから始まるように整列される。言いかえれば、累進光学パワー領域は、
そのチャンネルの始まりが、埋め込み球状パワー領域によって引き起こされる光学パワー
のステップ増によって引き起こされる不連続部の下方ほぼ４ｍｍにあるように整列される
。この実施形態では、レンズに遠中距離ゾーンが見つけられる。遠中距離ゾーンは、最小
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限ほぼ４ｍｍの視力の鉛直安定性を有する。商業的に入手可能なＰＡＬは、遠中距離ゾー
ンまたはそのような視力の長い鉛直安定性を有している遠中距離ゾーンを有しない。容易
に理解され得るように、累進光学パワー領域と大概球状パワー領域の複合光学パワーは、
大概球状パワー領域のトップ・エッジの下方ほぼ４ｍｍの後ろまで始まらない。したがっ
て、フィッティングの下方ほぼ３ｍｍからフィッティング・ポイントの下方ほぼ７ｍｍま
での光学パワーは、大概球状パワー領域によって提供される＋０．７５Ｄ光学パワーであ
る。この光学パワーは近距離追加パワーの３３．３３％であり、したがって適切な遠中距
離矯正を提供する。
【０１２０】
　上記の実施形態は単に例として提供され、累進光学パワー領域または大概球状パワー領
域のアラインメントのためのフィッティング・ポイントからの距離を限定することを意味
していないことは注目されるべきである。さらに、例に与えられる光学パワーも限定する
ことを意味してはいない。さらに、領域の場所がレンズの表面上にあるか、レンズの表面
間に分割されるか、レンズ内に埋め込まれるかは限定として解釈するべきでない。最後に
、上記のある実施形態は遠中距離ゾーンの欠如を教示し得るが、遠中距離ゾーンはアライ
ンメントおよび／または各領域によって提供される光学パワーを変更することによって含
まれ得る。
【０１２１】
　上述したように、本発明の実施形態では、第一増分追加パワーを有している第一光学パ
ワー領域は、第二増分追加パワーを有している第二光学パワー領域と、着用者のための適
切な近距離補正を提供するように二つの増分追加パワーが光学的に整列されるような光学
的連絡にあり得る。増分追加パワーは、屈折または回折により提供され得る。言いかえれ
ば、光学パワー領域は屈折光学部品または回折光学部品の一部であり得る。第一光学パワ
ー領域は大概球状パワー領域であり得、また第二光学パワー領域は累進光学パワー領域で
あり得る。大概球状パワー領域はしたがって大概球状増分追加パワーを有し得、また累進
光学パワー領域はしたがって累進増分追加パワーを有し得る。
【０１２２】
　本発明の実施形態では、大概球状パワー領域は、眼用レンズの表面上にあり得るか、眼
用レンズ内に埋め込まれ得る。大概球状増分追加パワーは、屈折の手法で光学パワーを生
成する屈折パワー領域にあり得る。あるいは、大概球状増分追加パワーは、回折の手法で
光学パワーを生成する回折光学パワー領域にあり得る。屈折および回折光学パワー領域の
両方について、光学パワーは、異なる屈折率を有している第一光学材料と第二光学材料の
間の光学的界面によって生成される。屈折パワー領域は、光学パワーがφ＝（ｎ２－ｎ１

）／Ｒによって定義される球の表面の一部であり得る。ここで、φは、屈折パワー領域の
ディオプターの光学パワーであり、ｎ２は、第一光学材料の屈折率であり、ｎ１は、第二
光学材料の屈折率であり、Ｒは、球の半径である。屈折パワー領域は、厚さ、屈折率およ
び湾曲変化で構成される。
【０１２３】
　回折光学パワー領域は、適当なブレーズ・プロファイルの同心リングで構成された、位
相ラップ表面浮彫回折構造であり得る。そのような構造は、この技術分野で周知である。
そのような回折光学パワー領域の光学パワーは、ｒｉ＝［（２ｉλ）／φ］１／２によっ
て定義される。ここで、ｒｉは、ｉ番目のリング（ｉ＝１、２、３、．．．）の半径であ
り、λは、回折光学パワー領域の設計波長であり、φは、回折光学パワー領域のディオプ
ターの光学パワーである。リングの半径が回折光学パワー領域の光学パワーを決定する一
方、表面浮彫回折構造の高さｄが合焦する入射光のフラクション（すなわち、回折光学パ
ワー領域の回折効率）を決定する。回折光学パワー領域の位相遅延が、（ｎ２－ｎ１）ｄ
＝ｍλによって定義されるように波長の整数であるとき、最大の回折効率が達成される。
ここで、ｎ２は、第一光学材料の屈折率であり、ｎ１は、第二光学材料の屈折率であり、
ｄは、回折構造の高さであり、λは、回折光学パワー領域の設計波長であり、ｍは、整数
（ｍ＝１、２、３、．．．）である。
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【０１２４】
　本発明の実施形態では、屈折累進光学パワー領域の有している第一多焦点光学部品が提
供され得る。屈折累進光学パワー領域は＋１．００Ｄの増分追加パワーを有し得るが、任
意の追加パワーが可能である。ただ単に例として、第一多焦点光学部品は（ＰＰＧによっ
て商標登録された）ＣＲ３９樹脂で構成され、ほぼ１．５０の屈折率を有し得る。第一多
焦点光学部品は、合成レンズを形成するために、第二多焦点光学部品の表面上に（ただ単
に例として、熱鋳造によって）硬化され得る。第二多焦点光学部品は、増分追加パワーを
有している少なくとも一つの大概球状パワー領域を有し得る。第二多焦点光学部品は、レ
ンズ、レンズ・ウェーハ、完成レンズ・ブランクまたは半完成レンズ・ブランクであり得
る。第二多焦点光学部品は、ただ単に例として、ほぼ１．６７の屈折率を有する三井のＭ
Ｒ１０などの硬化ポリマーで構成され得る。第二多焦点光学部品は、一つ以上の光学パワ
ーを生成することが可能な少なくとも一つの多焦点表面を有し得る。多焦点表面は、第一
多焦点光学部品によっておおわれる前に、第二多焦点光学部品の外部上にあり得る。
【０１２５】
　多焦点光学部品は、屈折実行二焦点、屈折ラインド（lined）ＦＴ２８、屈折ＦＴ３５
、屈折カーブ・トップ２８、屈折カーブ・トップ３５、屈折７×３５三焦点、屈折ウルテ
ックス二焦点、屈折ラウンド２２二焦点、特定の正ディオプター光学パワーを提供するよ
うに設計された表面浮彫回折パターンを有している非屈折（すなわち回折）光学パワー領
域、または大概球状増分追加パワー領域を有している他の任意の多焦点光学部品の（ただ
単に例として）一つであり得る。第二多焦点光学部品は、光学パワーの任意の組み合わせ
を有し得る。
【０１２６】
　本発明のほとんどの実施形態では、第一増分追加パワーを有している大概球状パワー領
域は、第二増分追加パワー領域を有する累進光学パワー領域から物理的に分離され（すな
わち間隔を置かれ）、それと光学的連絡にあることは注目されるべきである。大概球状パ
ワー領域は、埋め込み屈折回折光学パワー領域であり得る。本発明の別の実施形態では、
第一増分追加パワーは、屈折光学パワー領域の一部であり、回折光学パワー領域の一部で
ある第二増分追加パワーに光学的に整列され、それと光学的連絡にあるが、それから間隔
を置かれて（すなわち、物理的に接触して）いない。本発明の実施形態では、大概球状パ
ワー領域の水平径（領域が回折か屈折かどうかにかかわらず）は、累進光学パワー領域に
よって規定されるレンズの読取ゾーン幅よりも広い。
【０１２７】
　すべてではないがほとんどの場合、回折光学パワー領域は＋０．５０Ｄと＋１．５０Ｄ
の範囲内にある光学パワーを提供し得るが、任意の光学パワーが可能である。当業者は、
そのような回折光学部品を容易に設計し得る。回折光学パワー領域または大概球状増分追
加パワー領域のラインド（lined）境界のいずれかの周辺の外縁またはその近くでの光学
パワーは、合成レンズ内のに第二多焦点光学の周辺エッジ不連続部を隠すように混合され
得ることはさらに注目されるべきである。そのような混合は、光学パワー混合、光効率混
合または両方の組み合わせのそれであり得る。
【０１２８】
　本発明のある実施形態では、第二多焦点光学部品は、半完成レンズ・ブランク内に＋１
．００Ｄの増分追加パワーを与える埋め込み回折光学パワー領域を内部に有し、それによ
り光学部品の一方の外側表面が完成され、他方の対向面が未完成である半完成レンズ・ブ
ランクとして提供され得る。しかしながら、回折光学パワー領域の増分追加パワーが＋１
．５０Ｄないし＋０．２５Ｄの範囲内にあり得ることは注目されるべきである。屈折増分
追加パワー領域を備える第一多焦点光学部品は、合成光学部品を形成するために回折増分
追加パワー領域を有する第二多焦点光学部品の表面上に鋳造および硬化され得、それによ
り屈折増分追加パワー領域は回折増分追加パワー領域から間隔を置かれる（すなわち物理
的に分離される）が両屈折および回折増分追加パワー領域が互いに光学的連絡にあるよう
に整列される。
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【０１２９】
　この実施形態では、回折増分追加パワー領域は、完成合成レンズ、レンズ・ブランクま
たは半完成レンズ・ブランク内に埋め込まれる。そのような実施形態では、合成レンズは
、屈折累進光学パワー領域を有している外側前部表面、埋め込み回折光学パワー領域、お
よび後日にフリー形成または表面処理および研磨可能な未完成外側裏部表面を有し得る。
本発明のある実施形態では、埋め込み回折光学パワー領域は半完成レンズ・ブランク内に
配置され、半完成レンズをフリー形成するステップの間に屈折累進光学パワー領域が半完
成レンズ・ブランクに追加され適切に整列されることは注目されるべきである。これは、
埋め込み回折光学パワー領域が整列され、新規追加（すなわちフリー形成）屈折累進光学
パワー領域と適切な光学的連絡にあるような手法でおこなわれる。本発明の別の実施形態
では、埋め込み回折光学パワー領域は未完成レンズ・ブランク内に配置され、未完成レン
ズ・ブランクをフリー形成のステップの間に屈折累進光学パワー領域が未完成レンズ・ブ
ランクに追加され適切に整列されることは注目されるべきである。これは、埋め込み回折
光学パワー領域が整列され、新規追加（すなわちフリー形成）屈折累進光学パワー領域と
適切な光学的連絡にあるような手法でおこなわれる。埋め込み回折光学パワー領域は、第
一多焦点光学部品物質組成と第二多焦点光学部品物質組成との間の屈折率差により合成レ
ンズに光学パワーを与える。
【０１３０】
　本発明のこの特定の実施形態では、第一多焦点光学部品がほぼ１．５０の屈折率を有し
ている物質を備え、第二多焦点光学部品がほぼ１．６７の屈折率を有している物質を備え
るが、各光学部品用の物質は転換され得、それについてさらに言えば、二つの物質が二つ
の異なる屈折率を有する限り、任意の屈折率であり得ると理解されるべきである。
【０１３１】
　本発明の実施形態は大概球状パワー領域によって説明され得る。しかしながら、回折光
学パワー領域は大概球状増分追加パワー領域の一種であるので、これらの実施形態は回折
光学パワー領域を含む本発明の実施形態をも説明すると理解されるべきである。したがっ
て、回折光学パワー領域のサイズ、形および光学設計は、本発明の実施形態によって説明
されるような大概球状パワー領域のサイズ、形および光学設計と同じであり得る。同様に
、累進光学パワー領域に対する回折光学パワー領域のアラインメントは、本発明の実施形
態によって説明されるような累進光学的領域に対する大概球状パワー領域のアラインメン
トと同じであり得る。
【０１３２】
　本発明の別の実施形態では、ラインド（lined）二焦点は第二多焦点光学部品であり得
る。ラインド（lined）二焦点の多焦点表面は合成レンズ内に埋め込まれ得る。この実施
形態では、ラインド（lined）二焦点の屈折カーブは、与えられた第二多焦点光学部品に
使用される物質の屈折率および第一多焦点光学部品に使用される物質の屈折率に必要とさ
れる適切な付加的パワーを与えるように設計され得る。すべてではないがほとんどの場合
、第二多焦点光学部品の追加パワー寄与（つまり増分追加パワー）は、＋０．２５Ｄ、＋
０．５０Ｄ、＋０．７５Ｄ、＋１．００Ｄ、＋１．２５Ｄの一つ、ある場合には、＋１．
５０Ｄまたは＋０．２５Ｄと＋１．５０Ｄの範囲内の任意の光学パワーであり得る。すべ
てではないがほとんどの場合、第二多焦点光学部品の遠距離光学パワーはゼロ光学パワー
である。第一多焦点光学部品上の屈折累進光学的領域の光学パワー寄与は、着用者のため
の遠距離光学パワー補正と、すべてではないがほとんどの場合、＋０．７５Ｄ、＋１．０
０Ｄ、＋１．２５Ｄ、および＋１．５０Ｄの一つ、または＋０．７５Ｄと＋１．５０Ｄの
範囲内の任意の光学パワーである増分追加パワー寄与とを提供し得る。
【０１３３】
　本発明のさらに別の実施形態では、合成レンズの外側後部表面は完成され得る。合成レ
ンズの外側後部表面が完成されるとき、後部表面は、着用者の遠距離、中間距離および／
または近距離視力の矯正の一部を提供する必要後部湾曲を提供し得る。したがって、合成
レンズは、着用者の非点収差、遠視、近視および／または老眼などの着用者の屈折障害を
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矯正可能であり得る。後部表面が未完成である（たとえば、第二多焦点光学部品が半完成
レンズ・ブランクである）とき、合成レンズは最終完成光学パワーを有しない。レンズの
外側表面の一方または両方の適当な屈折湾曲をフリー形成することが可能であることは注
目されるべきである。
【０１３４】
　本発明の別の実施形態では、多焦点表面を有している薄い光学ウェーハが、樹脂が硬化
されるときに合成レンズを形成するために未硬化樹脂で充てんされた空洞内に埋め込まれ
得る。したがって、樹脂は、ひとたび樹脂が硬化されれば、合成レンズの両外側表面を形
成し得る。多焦点表面は、光学パワーを屈折または回折により生成し得る。樹脂は、薄い
光学ウェーハの屈折率と異なる屈折率を有する。未硬化樹脂の表面の一つは、ひとたび硬
化されれば、外側表面湾曲を有している屈折累進光学パワー領域（または、それについて
さらに言えば、任意の所望の屈折光学パワー領域）を形成し得る。樹脂は、たとえば、熱
硬化、（可視または不可視）光硬化、または光硬化と熱硬化の組み合わせの一つによって
硬化され得る。光学ウェーハは、ただ単に例として、鋳造プロセス中で使用されるガスケ
ットによって、所定の場所に保持され得る。
【０１３５】
　本発明の別の実施形態では、第一薄い光学部品は、その表面上に累進光学パワー領域を
有し得る。この第一薄い光学部品は、プレフォームされ得るか、鋳造またはモールド成形
を介して現場で形成され得る。そのような鋳造またはモールド成形方法は周知であり、熱
硬化、光硬化、または両者の組み合わせにあり得る。第一薄い光学部品は既知の屈折率を
有する。第一薄い光学部品は、合成光学部品を形成するために、薄い光学部品と異なる屈
折率を有している事前製造光学部品材料（第二光学部品パフォーム）の異なる薄層のトッ
プに形成され得る。第一薄い光学部品および第二光学部品パフォーム両方が共にプレフォ
ームされるとき、それらは互いに粘着的に接合され得る。第一薄い光学部品が現場で形成
されるとき、それは、第二光学部品パフォーム上に直接鋳造され得る。第二プレフォーム
は、光学パワーを屈折または回折により生成する増分追加パワー領域を提供する大概球状
パワー領域を有し得る。新規形成合成光学部品は、屈折累進光学パワー領域、埋め込み大
概球状パワー領域、およびこの技術分野で知られる製造技術によって完成され得る未完成
外側表面を有している外側表面を有している合成レンズを形成するために、より厚い非完
成レンズ・ブランクに粘着的に接合され得る。
【０１３６】
　すべてではないがほとんどの本発明の実施形態では、大概球状増分追加パワー領域を備
える光学部品パフォームは、眼用レンズを鋳造するために使用される光学的ガスケットの
後部に置かれる一体的消費後部モールドとして使用され得る。用語「一体的消費」は、レ
ンズまたは光学部品が合成レンズの後部を形成するモールドとして使用されるだけでなく
、レンズまたは光学部品が消耗されて、モールド内で硬化される合成レンズの一部に接合
されるようになり、それにより最終的合成レンズの一体的一部になることを示すために使
用される。前部モールドは、眼用レンズを鋳造する際に利用されるガラスまたは金属モー
ルドを介して提供され得る。前部モールドと後部消費モールドの間に形成された空洞は、
適切な屈折率を有し硬化される光学的樹脂で充てんされ得る。たとえば、硬化は、必要と
される開始剤および硬化される物質に依存して、熱硬化、光硬化、または両者の組み合わ
せの一つであり得る。発明のこの実施形態では、大概球状増分追加パワー領域を備えてい
る光学部品パフォームの表面は、未硬化樹脂層に面して置かれ、それは、異なる屈折率を
有しており、のちに大概球状増分追加パワー領域を備えている光学部品パフォームの表面
に接合する。硬化の際に、この界面は、屈折率の異なる二つの物質が出会う界面を形成す
る。この屈折率不整合は、提供される適当な埋め込み増分追加パワーを与える。
【０１３７】
　本発明の実施形態では、ちょうど説明されたモールド成形技術は、半完成または完成レ
ンズ・ブランクのいずれかの製造を与え得る。合成レンズを完成レンズ・ブランクとして
鋳造するとき、着用者の乱視屈折障害を矯正するように消費モールドは外側後部表面上の
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光学パワー領域の湾曲を形成する前部表面モールドに対して乱視軸を整列するためにガス
ケット内で回転され得る。乱視矯正の軸を設定する技術は、完成眼用レンズ鋳造の技術分
野で周知である。
【０１３８】
　本発明のまた別の実施形態では、光学プラスチック物質（また光学部品パフォームのそ
れ）で作られた前部一体的消費モールドが使用され得る。前部一体的消費モールドまたは
光学部品パフォームは、その外側表面上に屈折累進光学パワー領域湾曲を、その内側後部
表面に光学パワーを屈折または回折により生成する球状パワー領域を有してプレフォーム
され得る。この場合、樹脂で充てんされ、それから硬化されて合成レンズを形成する空洞
を形成するために、ガラスまたは金属モールドは後部に使用され得る。この場合の前部消
費モールドは、形成される硬化樹脂光学部品と一体になり得る。これに続いて、合成レン
ズの後部は、フリー形成または研削および研磨され得る。また、以前に論じられたように
、合成レンズの後部表面は、硬化の際に、意図する着用者の非点収差を修正するために必
要とされる必要な円環湾曲および／または着用者の近距離光学パワー矯正のほかに着用者
の遠距離光学パワー矯正に必要とされる適切な球状パワーを提供する完成表面にモールド
形成され得る。光学部品パフォームが消費モールドとして使用されるとき、未硬化樹脂に
面する表面は、（屈折性または回折性であり得る）埋め込み増分追加パワー領域であり得
る。さらに、光学プレフォームおよび樹脂または新規硬化層の屈折率は値が異なる。
【０１３９】
　図２９Ａ～２９Ｄは、本発明の実施形態による合成半完成レンズ・ブランクを製造する
方法を示す。図２９Ａは、回折光学パワー領域および既知の屈折率を有しているプレフォ
ーム回折多焦点光学部品を鋳造し、続いて回折多焦点光学部品のトップに累進光学パワー
領域の湾曲を備える異なる屈折率の層を鋳造することを含む合成レンズを製造する方法を
示す。この実施形態では、回折光学パワー領域は、大概球状増分追加パワー領域のそれで
あるように構成される。図２９Ｂは、異なる前部鋳造眼用材料を使用することを除いて図
２９Ａと同じ製造する方法を示す。図２９Ｃは、既知の屈折率および回折光学パワー領域
を有しているプレフォーム回折多焦点光学部品（プレフォーム光学的挿入物とも呼ばれる
）を、異なる屈折率を有している眼用材料の前部累進光学パワー領域と後部付加層との間
に封入し、それにより前部累進光学パワー領域と後部付加層の物質は同じだが、回折多焦
点光学部品の物質は異なるようにすることを含む合成レンズを製造する方法を示す。図２
９Ｄは、回折多焦点光学材料が、図２９Ｃの回折多焦点光学部品とは（異なる材料メーカ
ーなどの）異なる眼用材料から鋳造されることを除いて図２９Ｃと同じ製造する方法を示
す。ここに例証される半完成レンズ・ブランクは、表面処理またはフリー形成され得て完
成レンズまたは完成レンズ・ブランクのそれになることはさらに注目されるべきである。
さらに、レンズは、適当な樹脂、モールド、および光学部品パフォーム組み合わせを使用
することによって最終完成レンズ形状および設計に完全にモールド形成されることによっ
て作られ得る。
【０１４０】
　表１は、さまざまな眼用材料の列挙であり、それらの任意の二つは提供される合成レン
ズを作るために利用され得、二つの材料は、互換性があり互いに接合するか、二つの材料
の間に接着力を増進するために鋳造が使用されるかのいずれである。
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【表１】

【０１４１】
　発明のある実施形態では、混合ゾーンが、大概球状パワー領域の少なくとも一部と遠距
離ゾーンとの間で光学パワーを推移させる。図２７Ａ～２７Ｃは、フィッティング・ポイ
ント２７２０またはその下方に配置された実質的一定幅を備えた混合ゾーン２７１０を有
している本発明の実施形態を示す。図２８Ａ～２８Ｃは、フィッティング・ポイント２８
２０またはその下方に配置された実質的に０ｍｍの幅を備えた部分（それによりラインド
（lined）二焦点に類似するこの部分の推移を提供する）を含んでいる混合ゾーン２８１
０を有している本発明の実施形態を示す。図２７Ａと図２８Ａは、フィッティング・ポイ
ントに配置された混合ゾーンのトップ・エッジを示す。図２７Ｂと図２８Ｂは、フィッテ
ィング・ポイントの下方３ｍｍに配置された混合ゾーンのトップ・エッジを示す。図２７
Ｃと図２８Ｃは、フィッティング・ポイントの下方６ｍｍに配置された混合ゾーンのトッ
プ・エッジを示す。混合ゾーン２７１０と２８１０の部分は、ほぼ２．０ｍｍ幅よりも小
さく、またほぼ０．５ｍｍ幅とほぼ１．０ｍｍ幅の間にあり得る。本発明の実施形態が、
ほぼ０．１ｍｍとほぼ１．０ｍｍの間の幅を有している混合ゾーンを使用することを考慮
していることは注目されるべきである。図２８Ａはさらに、フィッティング・ポイントの
位置に対応している混合ゾーンの中心領域がほぼ０．１ｍｍとほぼ０．５ｍｍの間の幅を
有することを示す。図２８Ｃは、混合ゾーンの中心領域では混合を有しない幅に減少して
いる混合２８１０を示す。
【０１４２】
　大概球状パワー領域と遠距離ゾーンはそれぞれ特定の光学的位相プロファイルによって
規定され得る光学パワーを有する。与えられた幅の混合ゾーンを作り出すため、本発明の
ある実施形態では、混合ゾーンの始まりでは第一光学パワー領域の位相プロファイルの値
および一次空間導関数と一致し、混合ゾーンの終わりでは第二光学パワー領域の位相プロ
ファイルの値および一次空間導関数と一致する位相プロファイルが生成される。発明の別
の実施形態では、混合ゾーン位相プロファイルの始まりと終わりは、それぞれ、第一およ
び第二光学パワー領域の位相プロファイルの値のほかに一次および二次空間導関数と一致
する。いずれの場合も、混合ゾーンの位相プロファイルは、これに限定されないが、二次
以上の多項式、指数関数、三角関数および対数関数を含み得る一つ以上の数学的関数およ
び／または式によって記述され得る。本発明のある実施形態では混合ゾーンは回折であり
、本発明の別の実施形態では混合ゾーンは屈折であり、本発明のさらに別の実施形態では
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混合ゾーンは両屈折回折サブゾーンを有する。
【０１４３】
　本発明のいくつかの実施形態では、レンズが高品質視力を提供するために混合ゾーンの
幅はまったく狭くなければならない。混合ゾーンは、着用者の視線が遠距離焦点と中距離
または近距離焦点との間で切り替わるときに着用者の目が混合ゾーンを速く横断すること
を可能にするように狭くなければならない。たとえば、混合ゾーンの幅は、ほぼ２．０ｍ
ｍ未満、ほぼ１．０ｍｍ未満、またはほぼ０．５ｍｍ未満であり得る。従来の眼用レンズ
製造技術を使用して、そのような狭い混合ゾーンの製造は非常に困難である。たとえば、
現在最新の単点フリー形成眼用表面生成だけが、ほぼ０．５ｍｍを超える幅を有している
混合ゾーンを可能にする。さらに、これらの方法は、混合ゾーン・プロファイルの正確な
形に対する制御をほとんどまたはまったく提供しない。ガラスは、単点機械加工され得ず
、研削プロセスで作業されなければならず、そこではすべての微細表面特徴が失なわれる
ので、液体モノマー樹脂からレンズを鋳造するための従来のガラス・モールド・ツーリン
グの生成もまた制限される。
【０１４４】
　現在、経済的に実現可能な手法で周知のよく制御されたプロファイルを有している狭い
混合ゾーンを備えたレンズを生成する入手可能な唯一の方法は、金属レンズ・モールドの
ダイヤモンド・ターニングである。そのような方法では、ダイヤモンド・ツーリング設備
には遅いまたは速いツール・サーボ能力のいずれかが支給され、それらの両方はこの技分
野で周知である。そのようなモールドは、ただ単に例として、電解ＮｉまたはＣｕＮｉな
どの物質中で生成され得、液体モノマー鋳造プロセスまたは熱可塑性射出成形プロセスの
いずれかで使用され得る。
【０１４５】
　上記の実施形態のおのおのは、ダイヤモンド・ターニング、フリー形成、表面鋳造、レ
ンズ全体鋳造、ラミネート、または（射出成形を含む）モールド成形を使用して製造され
得る。混合ゾーンのない実施形態では、ダイヤモンド・ターニングが最も急激な不連続部
と最良の忠実度を提供することが分かった。すべてではないがほとんどの場合、モールド
は、ただ単に例として、ニッケル被覆アルミニウムまたは鋼、または銅ニッケル合金など
の金属からダイヤモンド・ターニングされる。光学パワーのステップを産出するために必
要とされる製造方法または技術は産業界において知られており、ただ単に例として、モー
ルドまたはインサートをダイヤモンド・ターニングしそれからレンズを鋳造または射出成
形する、実際のレンズをダイヤモンド・ターニングする、およびフリー形成することから
なる。
【０１４６】
　本発明の実施形態では、最新のフリー形成製造技術を利用することによって、着用者の
乱視の屈折障害を矯正する円環表面を、レンズの大概球状パワー領域と同じ表面上に置く
ことが可能である。これらの二つの異なる表面カーブがフリー形成によって生成されると
き、それからレンズの反対表面上に累進光学パワー領域を置くことが可能である。この場
合、累進光学パワー領域は、半完成レンズ・ブランクの一表面上にモールド成形またはあ
らかじめ形成され、半完成ブランクの反対未完成表面をフリー形成することによって複合
乱視矯正および球状パワー領域が提供される。
【０１４７】
　本発明のいくつかの実施形態では、大概球状パワー領域は、ほぼ１．００Ｄを超える不
所望な非点収差によって縁取られたチャンネルの最狭部分よりも幅が広い。本発明の別の
実施形態では、大概球状パワー領域は、ほぼ０．７５Ｄを超える不所望な非点収差によっ
て縁取られたチャンネルの最狭部分よりも幅が広い。
【０１４８】
　本発明のいくつかの実施形態では、大概球状パワー領域は、実質的に球状であり得るか
、たとえば非点収差を矯正する非球面でもあり得る。大概球状パワー領域はまた、レンズ
の美しさを改善するかひずみを縮小するために置かれた一つまたは複数の非球面カーブを
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別の実施形態では、発明多焦点レンズは動的であり、大概球状パワー領域はたとえば電気
活性素子によって動的に生成される。本発明のいくつかの実施形態では、大概球状パワー
領域は、表面浮彫回折素子などの埋設回折素子である。
【０１４９】
　本発明の実施形態は、一つの完成面が大概球状パワー領域と遠距離ゾーンと混合ゾーン
を備え、他の表面が未完成である半完成レンズ・ブランクの産出を考慮する。一つの完成
面が累進光学パワー領域を備え、他の表面が未完成である半完成レンズ・ブランクの産出
もまた考慮される。ある処方のために完成レンズ・ブランクが産出されることもまた考慮
される。大概球状パワー領域に対して不所望な非点収差のレベル、チャンネル長およびチ
ャンネル幅を最適化するために累進光学パワー領域を最適化することもまた考慮されるこ
ともまた注目されるべきである。さらに、もし望まれるならば、混合ゾーンに見つけられ
る不所望な非点収差をさらに低減するように混合ゾーンを最適化することが考慮される。
さらに、プラスチック、ガラス、樹脂または合成物のいずれであろうとも任意のレンズ材
料が使用され得る。任意の光学上有用な屈折率の使用もまた考慮される。ただ単に例とし
て、硬質スクラッチ耐性コーティング、反射防止コーティング、クッション・コーティン
グおよびセルフクリーニング・テフロン（登録商標）・コーティングなど、眼用レンズで
通常使用されるであろうすべてのコーティングおよびレンズ処理が使用され得る。最後に
、本発明の実施形態は、これらに限定されないが、表面仕上げ、フリー形成、ダイヤモン
ド・ターニング、圧延、絞り加工、射出成形、表面鋳造、ラミネート、縁取り、研磨、お
よび穴あけを含む、この分野で知られた技術によって製造され得る。
【０１５０】
　本発明の実施形態はコンタクトレンズおよび眼鏡レンズで使用され得る。
【０１５１】
　従来の最新のＰＡＬｓを超える発明多焦点レンズの優位性をより明瞭に示すために、本
発明の実施形態が二つの最新のＰＡＬｓと比較された。レンズの測定値は、ビジオニクス
（Visionix）によって商標登録されたビジオニクスＶＭ－２５００（Visionix VM-2500）
（登録商標）レンズ・マッパーから取られた。最新のＰＡＬｓの一つは、ほぼ＋２．００
Ｄ追加パワーを有しているバリラックス（Varilux）によって商標登録されたバリラック
ス・フィジオ（Varilux Physio）（登録商標）レンズである。他の最新のＰＡＬは、バリ
ラックス（Varilux）によって商標登録されたバリラックス・エリプス（Varilux Ellipse
）（登録商標）レンズであり、短いチャンネル設計とほぼ＋２．００Ｄ追加パワーを有す
る。表２に見られ得るように、フィジオレンズは、１．６８Ｄの最大の不所望な非点収差
、１０．５ｍｍのチャンネル幅、および１７．０ｍｍのチャンネル長を有する。エリプス
レンズは、２．００Ｄの最大の不所望な非点収差、８．５ｍｍのチャンネル幅、および１
３．５ｍｍのチャンネル長を有する。発明レンズもほぼ＋２．００の追加累乗を有する。
しかしながら、それに比べて、発明はより少なく、１．００Ｄ未満の最大の不所望な非点
収差を有する。最大の不所望な非点収差が１．００Ｄ未満であるので、チャンネル幅はす
べての意図および目的についてレンズ自体と同じくらい広い。結局、チャンネル長は１４
．５ｍｍである。ビジオニクスＶＭ－２５００（Visionix VM-2500）（登録商標）レンズ
・マッパーもロトレックス・クラス・プラス（Rotlex Class Plus）（登録商標）レンズ
・マッパーも、発明レンズの不連続部に不所望な非点収差をその小さい幅のために発見し
得なかったこともまた注目されるべきである。
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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月9日(2010.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一材料から作られた第一光学部品と、
　第二材料から作られた第二光学部品とを備えており、前記第一および第二材料はＴｒｉ
ｖｅｘである合成レンズ。
【請求項２】
　前記第一材料は第一屈折率を有し、前記第二材料は第二屈折率を有する請求項１の合成
レンズ。
【請求項３】
　前記第一光学部品は多焦点光学部品であり、前記第二光学部品は多焦点光学部品である
請求項１の合成レンズ。
【請求項４】
　前記第一多焦点光学部品は累進光学パワー領域を備えている請求項３の合成レンズ。
【請求項５】
　前記第二多焦点光学部品は大概球状パワー領域を備えている請求項４の合成レンズ。
【請求項６】
　前記大概球状パワー領域は第一増分追加パワーを提供し、前記累進光学パワー領域は第
二増分追加パワーを提供する請求項５の合成レンズ。
【請求項７】
　前記大概球状パワー領域は屈折パワー領域である請求項５の合成レンズ。
【請求項８】
　前記大概球状パワー領域は回折パワー領域である請求項５の合成レンズ。
【請求項９】
　前記第一光学部品は前記レンズ内に埋め込まれる請求項１の合成レンズ。
【請求項１０】
　前記第一光学部品は前記レンズの外側表面上に配置される請求項１の合成レンズ。
【請求項１１】
　前記第二光学部品は前記レンズ内に埋め込まれる請求項１の合成レンズ。
【請求項１２】
　前記第二光学部品は前記レンズの外側表面上に配置される請求項１の合成レンズ。
【請求項１３】
　前記合成レンズはレンズ・ブランクから形成される請求項１の合成レンズ。
【請求項１４】
　第一光学部品は、前記第二光学部品の少なくとも一部と光学的連絡にある請求項１の合
成レンズ。
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